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ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

【
要
約
】
　
世
紀
転
換
期
に
形
成
さ
れ
、
階
級
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
よ
る
居
住
空
間
の
分
離
を
特
質
と
す
る
メ
ト
μ
ポ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
当
時
の
高
い
社

会
的
流
動
性
の
下
で
周
辺
部
に
お
い
て
持
家
を
獲
得
で
き
た
熟
練
層
と
都
心
部
に
と
り
残
さ
れ
た
半
・
不
熟
練
層
と
の
間
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
上
で

も
意
識
の
上
で
も
亀
裂
が
生
じ
た
。
労
働
者
が
集
中
し
た
都
心
部
で
対
抗
的
労
働
者
階
級
文
化
が
形
成
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
忌
避
し
た
工
場
は
周
辺
部
へ

脱
幽
し
、
こ
の
結
果
生
じ
た
労
働
者
居
住
地
域
の
分
散
は
労
働
者
相
互
の
交
流
を
阻
害
し
た
。
ま
た
、
労
働
者
は
労
働
の
場
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ユ
ニ
オ
ニ

ズ
ム
と
生
活
の
場
で
の
マ
シ
ー
ン
政
治
と
い
う
異
な
っ
た
組
織
原
理
に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
、
ウ
ォ
！
ド
制
か
ら
市
単
位
代
議
制
へ
の
移
行
に
代
表
さ
れ

る
都
市
政
治
の
構
造
改
革
は
労
働
者
の
政
治
的
発
言
力
を
封
じ
込
め
た
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
ア
メ
リ
カ
労
働
者
階
級
は
、
階
級
的
連
帯
を
志
向
す
る
パ
ー

ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
と
力
量
と
を
も
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
四
巻
五
号
　
【
九
九
一
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

こ
の
二
〇
年
ほ
ど
の
問
に
ア
メ
リ
カ
労
働
史
研
究
は
、
組
合
史
と
い
う
狭
い
制
度
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
乗
り
こ
え
て
、
労
働
者
階
級
の
社
会
史

と
い
う
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
研
究
の
焦
点
は
組
合
組
織
や
団
体
交
渉
か
ら
、
労
働
者
が
保
持
す
る
多
様
な
文
化
や
彼
ら
の
形
成
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
と
移
り
、
従
来
無
視
さ
れ
て
き
た
労
働
（
者
）
の
社
会
的
・
文
化
的
側
面
な
ら
び
に
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
側
面
が
解
明
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
方
向
性
の
背
後
に
は
、
生
活
の
場
に
お
け
る
労
働
者
の
活
動
や
状
況
に
分
析
の
光
を
あ
て
な
い
限
り
、

労
働
者
階
級
の
全
体
像
も
明
ら
か
に
な
ら
な
い
し
、
労
働
の
場
に
お
け
る
彼
ら
の
行
動
や
状
況
さ
え
も
充
分
に
は
理
解
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
反
省
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
そ
の
よ
う
な
反
省
を
ふ
ま
え
て
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
労
働
者
階
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級
の
存
在
形
態
に
焦
点
を
お
き
、
労
働
史
と
都
市
史
と
の
架
橋
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
下
衆
国
に
お
い
て
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
工
業
化
と
都
市
化
の
波
を
う
け
て
都
市
構
造
が
革
命
的
変
化
を
と
げ
、
一
九
世
紀
的
な
一
点
集

中
型
の
工
業
都
市
か
ら
二
〇
世
紀
的
な
分
散
型
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
が
形
成
さ
れ
て
く
る
。
本
稿
で
は
ま
ず
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
秩
序
形
成
過
程

と
都
市
住
民
の
居
住
形
態
の
変
容
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
次
に
、
階
級
に
よ
る
居
住
空
間
の
分
離
を
特
質
と
す
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
新
秩
序

が
、
労
働
老
階
級
の
存
在
様
式
と
彼
ら
の
階
級
意
識
形
成
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
が
検
討
さ
れ
る
。
・
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メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
形
成
過
程
と
居
住
空
間
の
分
離

　
工
業
化
が
ま
だ
本
格
化
し
て
い
な
い
一
九
世
紀
中
頃
ま
で
の
合
衆
国
の
都
市
は
、
そ
の
規
模
が
中
心
か
ら
半
径
ニ
マ
イ
ル
以
内
の
、
コ
ン
パ

ク
ト
で
「
歩
き
回
れ
る
都
市
偏
（
日
げ
①
　
♂
く
ρ
西
南
誉
σ
q
　
O
一
け
団
）
で
あ
り
、
移
動
は
足
に
、
運
搬
は
荷
車
に
頼
っ
て
い
た
。
こ
の
都
市
は
次
の
よ
う
な

特
徴
を
も
つ
。
e
作
業
場
や
商
店
、
倉
庫
、
住
宅
な
ど
が
混
在
し
、
土
地
利
用
が
機
能
的
に
遷
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
◎
単
独
も
し
く
は
六
名

程
度
の
単
位
で
生
産
労
働
が
行
わ
れ
て
い
た
当
時
で
は
、
仕
事
場
と
住
居
が
同
一
か
、
近
接
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
仕
事
場
は
あ
る
建
物
の

一
階
に
あ
り
、
そ
の
建
物
の
二
階
ま
た
は
裏
に
住
居
が
あ
っ
た
。
⇔
都
市
住
民
は
、
階
級
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
人
種
と
い
う
祉
会
的
亀
裂
に
従

っ
て
そ
れ
程
明
確
に
は
隔
離
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
職
人
や
徒
弟
が
親
方
の
家
に
住
み
込
ん
で
い
た
場
合
も
あ
っ
た
し
、
作
業

場
経
営
者
が
そ
の
作
業
場
の
隣
り
に
、
そ
れ
ゆ
え
作
業
場
近
辺
の
労
働
者
住
宅
の
近
く
に
佐
ん
だ
り
し
た
。
ま
た
、
貧
し
い
不
熟
練
労
働
者
が
、

大
通
り
に
面
し
て
富
裕
な
者
が
住
ん
で
い
る
同
じ
ブ
ロ
ヅ
ク
の
裏
の
路
地
に
住
ん
で
い
た
。
階
級
を
異
に
す
る
人
々
は
明
確
な
地
理
的
分
離
を

ま
だ
経
験
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
鋤
と
は
い
え
、
富
裕
な
商
人
、
地
主
、
行
政
官
ら
エ
リ
…
ト
層
が
、
重
要
な
経
済
的
・
政
治
的
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
集
中
す
る
都
市
中
心
部
に
住
み
、
他
方
貧
民
は
、
屠
殺
場
や
皮
な
め
し
工
揚
な
ど
も
あ
る
不
便
な
周
辺
部
に
か
た
ま
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

か
し
な
が
ら
、
一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
工
業
化
と
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
、
以
上
の
よ
う
な
「
歩
き
回
れ
る
都
市
」
の
構
造
は
革
命
的
と

い
っ
て
よ
い
変
容
を
と
げ
る
。
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ハ
ゥ
ス
ホ
　
ル
ド

　
ま
ず
、
仕
事
場
と
住
居
が
分
離
し
た
。
手
工
的
熟
練
の
希
釈
化
と
生
産
手
段
の
資
本
家
へ
の
集
中
に
よ
っ
て
生
産
が
家
庭
か
ら
工
場
へ
と

　
　
　
ハ
ウ
ス
ホ
　
ル
ド
　
エ
コ
ノ
ミ
　

移
り
、
家
族
経
営
体
が
崩
壊
し
て
い
く
。
家
庭
内
で
行
わ
れ
て
い
た
生
産
活
動
が
資
本
主
義
的
市
場
経
済
の
中
に
吸
収
さ
れ
、
工
場
制
度
が

家
庭
か
ら
賃
金
労
働
者
を
引
っ
ぱ
り
出
す
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
住
居
内
に
仕
事
場
が
あ
っ
た
昔
と
は
違
っ
て
、
今
や
中
流
層
の
夫
は
外
に

働
き
に
出
か
け
、
か
つ
て
仕
事
場
で
あ
っ
た
、
通
り
に
面
し
た
一
階
の
部
屋
は
客
間
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
生
産
と
消
費
と
が
、
機
能
の
上

で
も
場
所
の
上
で
も
分
離
さ
れ
て
、
家
庭
は
消
費
の
場
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
生
産
と
消
費
の
問
の
、
労
働
と
生
活
の
間
の
分
離
こ
そ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

明
確
な
住
宅
地
域
な
る
も
の
を
生
み
だ
し
、
住
宅
地
域
と
土
方
宅
地
域
と
い
う
土
地
利
用
の
特
化
を
進
行
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
工
業
化
が
本
格
化
す
る
に
つ
れ
て
、
生
産
と
流
通
の
殆
ど
す
べ
て
が
都
心
部
に
集
中
し
た
。
衣
服
業
や
製
靴
業
な
ど
が
倉
庫
を
作
業

場
と
し
て
発
達
し
、
鉄
道
駅
の
近
く
で
は
食
品
加
工
温
湯
や
、
鋳
鉄
製
造
工
場
、
圧
延
工
場
、
各
種
機
械
工
場
が
工
場
地
帯
を
形
成
し
た
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
γ
ト
ラ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
デ
イ
ス
ト
リ
ク
ト
④

の
都
心
部
に
は
金
融
街
、
小
売
店
街
も
形
成
さ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
都
心
部
ビ
ジ
ネ
ス
地
域
（
以
下
C
B
D
と
略
記
）
と
し
て
発
展
し
て
い
く
。

　
他
方
、
労
働
者
も
都
心
部
に
集
中
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
徒
歩
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
労
働
者
が
居
住
地
を
決
め
る
最
大
の
理
由
は
職
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
の
距
離
で
あ
り
、
彼
ら
の
仕
事
の
殆
ど
が
都
心
部
に
集
中
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
生
産
と
流
通
と
労
働
が
集
中
し
た
都
心
部
で

は
、
過
密
状
態
、
地
価
高
騰
、
馬
糞
や
上
下
水
道
の
不
備
か
ら
生
じ
る
非
衛
生
的
環
境
な
ら
び
に
か
ず
か
ず
の
公
害
が
み
ら
れ
、
都
心
部
は
居

住
地
と
し
て
は
全
く
不
適
当
な
場
所
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
不
熟
練
紅
賃
金
労
働
者
は
こ
の
場
を
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
旦
雇

い
で
あ
る
た
め
に
職
場
が
一
定
せ
ず
、
し
ば
し
ば
経
験
し
た
画
業
の
際
に
は
別
の
仕
事
を
す
ぐ
に
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、

多
く
の
多
様
な
雇
用
機
会
を
自
ら
と
家
族
に
も
提
供
し
た
都
心
部
に
縛
り
つ
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
C
B
D
が
発
展
・
膨
脹
し
、
そ
の
内
部
か
ら
住
宅
を
駆
逐
し
て
い
く
一
方
で
、
人
口
集
中
の
圧
力
を
う
け
て
都
市
周
辺
部
が
住
宅
地
と
し
て

急
速
に
開
発
さ
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
一
八
五
〇
年
代
に
馬
に
引
か
れ
て
線
路
上
を
走
る
ホ
ー
ス
・
カ
ー
が
、
九
〇
年
代
に
は
路
面
電
車
が

導
入
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
都
帯
空
間
が
中
心
か
ら
四
マ
イ
ル
、
さ
ら
に
は
一
〇
マ
イ
ル
へ
と
膨
脹
し
て
い
っ
た
。
こ
の
新
し
く
開
発
さ
れ
た
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

宅
地
域
に
は
、
路
面
車
両
や
鉄
道
で
通
勤
す
る
経
済
的
余
裕
の
あ
る
中
間
層
以
上
の
人
々
が
、
都
心
部
を
脱
出
し
て
移
り
住
ん
だ
。
彼
ら
は
、
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C
B
D
の
周
辺
の
ス
ラ
ム
街
に
集
中
し
つ
つ
あ
る
、
理
解
不
可
能
な
言
語
や
習
慣
を
も
ち
込
む
新
来
移
民
や
不
気
味
で
威
嚇
的
な
言
動
を
示
す

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
を
忌
避
し
、
資
本
主
義
的
生
産
が
蓄
積
し
て
い
く
公
害
、
汚
染
、
混
沌
か
ら
可
能
な
限
り
離
れ
よ
う
と
し
た
。
自
ら
と
は
異
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
入
間
や
不
快
な
も
の
と
自
ら
と
の
間
に
空
間
を
お
き
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
社
会
的
差
違
が
都
市
の
空
間
的
パ
タ
ー
ン
に
明
確
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
歩
き
回
れ
る
都
市
」
の
場
合
と
は
む
し
ろ

反
対
に
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
都
心
部
に
は
貧
困
層
、
周
辺
に
は
富
裕
層
が
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
C
B
D
の
す
ぐ
外
側
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ウ
コ
ハ
　
ゥ

「
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
」
に
は
、
最
も
貧
し
い
下
層
の
者
が
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
人
種
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
て
、
劣
悪
な
テ
ネ
メ
ン
ト
や
連
隊
馬
引

ス宅
に
住
ん
だ
。
こ
の
外
側
、
つ
ま
り
「
歩
き
回
れ
る
都
市
」
の
ち
ょ
う
ど
外
側
に
形
成
さ
れ
た
「
新
興
住
宅
地
」
（
N
8
。
鼠
国
ヨ
曾
σ
q
2
8
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ツ
ク
キ
　
パ
　

z
E
と
略
記
）
に
は
、
自
営
業
者
や
商
店
主
、
簿
記
係
や
ク
ラ
ー
ク
な
ど
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
、
そ
れ
に
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
層
の
エ
リ
ー
ト
で
あ

る
熟
練
工
ら
中
流
の
下
層
が
居
住
し
た
。
主
に
路
面
電
車
が
導
入
さ
れ
た
一
八
九
〇
年
代
以
降
に
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
か
ら
脱
出
し
て
き
た
こ
の

層
は
、
C
B
D
に
あ
る
職
場
に
い
か
に
近
い
か
で
は
な
く
、
ど
れ
だ
け
離
れ
て
い
る
か
を
基
準
に
し
て
初
め
て
居
住
地
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
Z
E
の
外
側
に
は
、
卸
売
商
人
や
弁
護
士
、
建
築
請
負
業
者
、
工
場
経
営
者
ら
中
流
の
上
層
が
、
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
は
最
も
富

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

裕
な
人
々
が
、
広
い
庭
つ
き
の
一
戸
建
邸
宅
を
た
て
て
、
「
郊
外
住
宅
地
」
を
形
成
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
を
鮮
や
か
に
示
し
て
い
る
の
が
、
ウ
ォ
ー
ナ
ー
が
作
成
し
た
ボ
ス
ト
ン
の
扇
形
図
で
あ
る
。
ボ
ス
ト
ン
は
一
九
世
紀
中
頃
の
半

径
ニ
マ
イ
ル
規
模
の
「
歩
き
回
れ
る
都
市
」
か
ら
、
一
九
〇
〇
年
に
は
半
径
一
〇
マ
イ
ル
に
も
及
ぶ
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
へ
と
膨
脹
し
た
。
こ
の
図

は
、
ボ
ス
ト
ン
・
プ
ロ
パ
ー
と
そ
の
外
側
に
あ
る
ロ
ク
ス
ベ
リ
ー
、
ウ
エ
ス
ト
・
ロ
ク
ロ
ベ
リ
ー
、
ド
ー
チ
ェ
ス
タ
ー
の
三
地
域
と
が
、
一
九

〇
〇
年
に
階
級
と
所
得
の
差
に
従
っ
て
ど
の
よ
う
に
住
み
分
け
ら
れ
て
い
た
の
か
を
示
し
て
い
る
。
ボ
ス
ト
ン
人
口
の
約
半
分
は
イ
ン
ナ
ー
シ

テ
ィ
を
脱
出
で
き
な
か
っ
た
が
、
残
り
の
約
半
数
が
新
し
く
開
発
さ
れ
た
地
域
に
脱
出
し
て
階
層
別
に
住
み
分
け
を
行
な
っ
た
。
中
心
よ
り
二

・
五
か
ら
三
・
五
マ
イ
ル
離
れ
た
Z
E
に
は
、
人
口
の
二
〇
か
ら
三
〇
％
を
占
め
た
中
流
の
下
層
が
居
住
す
る
。
ま
た
、
人
口
の
一
五
％
を
構

成
し
た
中
流
の
上
層
は
、
Z
E
よ
り
か
な
り
広
く
人
口
密
度
も
低
い
三
・
五
か
ら
六
マ
イ
ル
の
地
域
を
占
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
番
外
側
の
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中
心
よ
り
五
か
ら
一
五
マ
イ
ル
離
れ
た
広
大
な
地
域
で
は
、
人
口
の
わ
ず
か
五
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
最
富
裕
層
が
田
園
的
生
活
を
享
受
し

て
い
た
。
留
意
す
べ
き
は
、
三
〇
年
前
に
は
、
中
流
の
上
層
は
中
心
に
よ
り
近
い
二
・
五
か
ら
三
・
五
マ
イ
ル
の
帯
に
、
最
富
裕
層
は
三
・
五

か
ら
一
〇
マ
イ
ル
の
帯
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
都
市
人
口
の
流
動
性
は
高
く
、
立
流
の
下
層
が
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
か
ら
脱
出

し
て
中
流
の
上
層
の
居
住
地
に
進
出
す
る
に
つ
れ
て
、
中
流
の
上
層
は
三
・
五
マ
イ
ル
よ
り
外
側
に
退
き
、
こ
の
波
の
進
出
を
受
け
た
最
富
裕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層
が
今
度
は
五
マ
イ
ル
以
遠
へ
と
住
居
を
移
し
て
い
っ
た
。
当
時
の

　　

@　

@　
�
部
M
騨
駕
…
…
…
…
…
…
…
夢
．
　
　
　
幽
心
増
す
・
都
市
合
の
圧
力
を
う
け
⑱
各
あ
階
層
の
僅
地
帯
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Sam　B．　warner，　Jr．，　Streetcar　Suburbs，　p．36より作成。

は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
外
側
へ
移
動
し
、
階
級
（
層
）
的
同
質
性
を
保
と

　
　
　
　
　
　
　
⑪

う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
ジ
ャ
ク
ソ
ン
に
よ
れ
ぽ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
弁

護
士
の
平
均
通
勤
距
離
は
、
一
八
三
五
年
か
ら
六
五
年
に
か
け
て
○

・
八
マ
イ
ル
か
ら
二
・
四
マ
イ
ル
へ
と
三
倍
に
な
っ
た
。
次
の
三
〇

年
間
に
は
そ
れ
程
の
び
な
か
っ
た
が
、
ホ
ー
ス
・
カ
ー
が
電
化
さ
れ

た
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
一
五
年
に
か
け
て
は
三
・
八
か
ら
七
・
五

マ
イ
ル
へ
と
通
勤
距
離
は
二
倍
に
な
り
、
住
居
は
ま
す
ま
す
マ
ン
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ッ
タ
ン
の
職
場
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。

　
ま
た
、
シ
カ
ゴ
社
会
学
派
の
ク
レ
ッ
シ
ー
は
、
都
市
内
部
に
お
け

る
民
族
集
団
の
移
動
を
、
侵
入
・
軋
礫
・
退
去
（
旧
住
民
の
離
脱
）
・

再
組
織
の
サ
イ
ク
ル
を
く
り
返
す
継
続
的
プ
ロ
セ
ス
と
捉
え
た
。
彼

に
よ
れ
ば
、
諸
集
団
は
、
経
済
的
・
社
会
的
地
位
が
改
善
さ
れ
る
に
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つ
れ
て
、
都
心
部
か
ら
周
辺
部
へ
と
移
動
す
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
的
文
化
・
習
慣
を
身
に
つ
け
て
ゆ
き
、
最
終
的
に
は
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
ル
ド
の
ア

ソ
的
居
住
地
域
の
中
へ
個
人
と
し
て
散
ら
ば
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
カ
ゴ
の
諸
集
団
の
中
で
最
も
豊
か
で
地
位
の
高
い
ア
メ
リ

メ
リ
カ
ソ
リ
ス
ト
ツ
ク

カ
生
れ
の
者
が
郊
外
へ
の
移
動
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
。
一
九
一
〇
年
に
彼
ら
の
居
住
分
布
の
中
心
か
ら
の
平
均
距
離
は
四
・
七
マ
イ
ル
で
あ

っ
た
が
、
三
〇
年
に
は
六
・
六
マ
イ
ル
と
な
り
、
全
人
口
の
居
住
分
布
の
中
心
か
ら
の
平
均
距
離
よ
り
も
一
マ
イ
ル
長
か
っ
た
。
他
方
、
ド
イ

ツ
系
の
平
均
距
離
は
一
八
九
八
年
に
は
三
・
ニ
マ
イ
ル
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
〇
年
に
は
五
・
七
マ
イ
ル
と
な
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
は
同
期

間
に
三
・
二
か
ら
六
・
四
マ
イ
ル
に
の
び
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
来
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
は
同
期
間
に
二
・
八
か
ら
四
・
六
マ
イ
ル
（
全
人
口

の
平
均
よ
り
も
一
マ
イ
ル
中
心
に
近
い
距
離
）
の
所
に
し
か
移
動
せ
ず
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
の
半
数
近
く
が
最
初
の
定
住
地
で
あ
る
ノ
！
ス
ゥ
ェ

ス
ト
・
サ
イ
ド
に
留
ま
り
、
経
済
的
上
昇
や
同
化
を
ま
だ
経
験
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
同
じ
く
新
来
の
イ
タ
リ
ア
系
も
同
期
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

一
・
五
か
ら
三
・
三
マ
イ
ル
の
所
に
移
動
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
世
紀
転
換
期
に
お
い
て
、
「
歩
き
回
れ
る
都
市
」
と
は
全
く
異
質
の
構
造
を
も
つ
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
が
誕
生
し
、
階
級
的
区
分
な

ら
び
に
民
族
的
・
人
種
的
亀
裂
が
は
っ
き
り
と
空
間
的
形
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
表
㈲
で
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
表
は
、
　
一
八
六
〇
年
と
一
九
三
〇
年
に
お
け
る
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
住
民
の
都
心
部
と
周
辺
部
へ
の
分
布
状
況
を
示
し
た
も
の
で
、

「
歩
き
回
れ
る
都
市
」
と
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
浮
き
ぼ
り
に
し
て
い
る
。
一
八
六
〇
年
に
は
、
全
人
口
と
職
種
の
全
サ
ン
プ
ル

と
が
、
周
辺
部
と
都
心
部
に
大
体
六
対
四
の
割
合
で
分
布
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
低
所
得
貧
民
摺
を
示
す
レ
イ
バ
ラ
ー
が
周
辺
部
に
や
や
集

中
す
る
一
方
、
大
工
、
機
械
工
、
靴
工
、
そ
し
て
仕
立
工
と
い
う
当
時
の
代
表
的
職
種
は
全
体
と
大
体
同
じ
比
率
で
、
つ
ま
り
片
寄
り
を
示
す

こ
と
な
く
分
布
し
て
い
た
。
ま
た
、
周
辺
部
に
あ
っ
た
織
物
工
場
の
近
く
に
住
む
イ
ギ
リ
ス
系
を
例
外
と
し
て
、
移
民
も
全
体
と
同
じ
比
率
で

分
布
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
三
か
年
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
状
況
は
が
ら
り
と
一
変
す
る
。
全
人
口
と
全
家
族
の
分
布
状
況
は

周
辺
部
と
都
心
部
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
大
体
七
対
三
と
四
対
六
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
低
い
家
賃
（
二
九
ド
ル
以
下
）
を
払
う
層
が
圧
倒
的
に
都
心

部
に
集
中
し
、
持
家
層
と
五
〇
以
上
一
〇
〇
ド
ル
未
満
の
家
賃
を
払
う
中
流
層
が
周
辺
都
に
重
心
を
お
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
世
紀
転
換
期
に
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表（a）

Ring

Core

Total
l　umber

LocATIoN　oF　FOREIGN　BoRN，　］　EGReEs．　AND　SELEcTED　OCCUPATIONS

　　TENuREs　AND　RENTs，　BY　PERcENT　IN　CoRE　oR　RmG　1860，　1930

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1860一

Ring

Core

Y±　umber　in

Sample

Ring

Core

Total
Ni　umber

Ring

Core

Yi　umber　of
Families

八「e8ア0

　34．9

　65．1

22．185
　’

Labore・x

　75．5

　24．5

　　442

　　　Negro

　　　　19．7

　　　　80．3

　222，504

0w7t　Their
　　　Ho）ne

　　　　52．4

　　　　47．6

　232，591

Foreign　Bom　Britain

　　　　62．1　73．7

　　　　37．9　26．3

　　168，556　22，398

　　　Clerle　CarPenter

　　　　40．6　61．7

　　　　59．4　38．3

　　　　　283　149

一1930一

Gertnany

　　　60．4

　　　39．　．6

　43，833

」｝a／achinist

　　　69．5

　　　30．5

　　　　82

ireland

　　60．8

　　39．2

94，989

Sltoentaleer

　　66．9

　　33．1

　　　181

Tailor

68．9

31．1

　122

Britain　Certnany　lreland　Jtaly　Poland　Rttssia

　　52．6　43．8　52．0　29．5　27．4　30．0

　　47．4　56．2　48．0　70．5　72，6　70．0

36．593　38，066　31，359　68，156　30，582　80，959

　　Rent　at　Rent　Rent　Rent　Rent
V’7tdev＄15　＄15－2P　＄30－49　＄50－99　＄100　and　uP

　　　10．9　16．8　40．3　60．5　44．2
　　　89．1　83．2　59．7　29．5　55．8

　10，142　63，432　96，026　36，427　6，538

　　Total

PoPitlatto」t

　　　6L9

　　　38．1

565，529
　　　’

　　SaxtPle

　　　Jr　8．9

　　　4Ll

　　4，740

　　　Totat

PoPulation

　　　70．0

　　　29．6

1，950，961
）uVVJ

　　　Totai

　Families

　　　t14，2

　　　5・　5．8

448，653

Sam　B．　Warner，　Jr．　The　Private　City，　p．　55．

流
入
し
て
き
た
イ
タ
リ
ア
系
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
、
ロ
シ
ア

系
の
人
口
は
、
黒
人
と
と
も
に
、
全
体
の
傾
向
と
は
正
反

対
の
比
率
で
都
心
部
に
集
中
し
た
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
に
お

い
て
は
、
階
級
、
人
種
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
線
に
そ
っ
た

分
離
が
鮮
明
に
現
わ
れ
、
都
心
部
は
貧
民
、
新
来
移
民
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

そ
し
て
黒
人
の
世
界
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
世
紀
転
換
期
に
形
成
さ
れ
る
合
衆
国
の
メ

ト
ロ
ポ
リ
ス
で
は
階
級
的
区
分
が
は
っ
き
り
と
空
間
的
形

を
と
り
、
さ
ら
に
階
級
別
の
住
み
分
け
の
基
盤
の
上
に
、

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
人
種
別
に
よ
る
住
み
分
け
が
重
な
っ
て

い
く
。
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
に
は
、
半
・
不
熟
練
労
働
者
と

貧
民
層
を
構
成
し
た
東
・
南
欧
系
の
新
来
移
民
と
黒
人
と

が
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
人
種
と
い
う
強
烈
な
属
性
を
秩
序

原
理
と
し
て
、
こ
の
地
域
を
住
み
分
け
る
。
イ
ン
ナ
ー
シ

テ
ィ
を
出
て
郊
外
へ
向
か
う
に
つ
れ
て
階
級
の
階
梯
が
上

っ
て
い
き
、
同
化
を
経
験
し
つ
つ
あ
る
ド
イ
ツ
系
や
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
系
の
旧
移
民
と
ア
メ
リ
カ
生
れ
の
人
々
の
世
界

と
な
る
。
彼
ら
の
聞
で
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
は
内
に
隠
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

れ
、
居
住
パ
タ
ー
ン
を
決
定
す
る
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
が
、
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イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
の
新
来
移
民
と
黒
人
に
対
し
て
は
強
い
排
他
意
識
が
保
た
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

種
的
差
別
の
欲
求
と
を
同
蒔
に
充
た
す
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

①
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
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月
下
σ
ぴ
㊤
ロ
瓢
U
●
ω
蝉
’
＜
①
誘
”
さ
検
疑
帖
象
園
袋
壽
職
導
恥
§
、
臓
愚
O
獄
賄

　
（
旧
り
『
○
O
y
℃
で
．
c
Q
鱒
一
る
ゆ
α
…
閑
一
〇
7
ρ
噌
鄭
〉
●
≦
ρ
臨
（
①
さ
．
．
目
ケ
O
o
Q
自
σ
ロ
同
σ
＠
o
昌
ω
O
一
β
銘
9
日
”

　
α
門
σ
9
昌
Ω
o
o
α
q
箪
冨
蔓
㊤
p
α
¢
H
σ
騨
灘
夘
①
断
。
野
田
一
口
鉱
δ
O
ρ
豆
紳
脚
犀
6
。
什
U
o
＜
o
δ
℃
－

　
日
⑳
ロ
什
O
h
け
ぴ
O
φ
昌
津
㊦
α
o
Q
け
9
け
①
ω
ヤ
噛
、
β
膨
勺
ロ
σ
嵩
ω
7
0
伽
勺
F
U
◎
儀
一
ω
ω
｛
回
O
＃
コ
ω

　
嵩
O
℃
搾
一
ロ
ω
¢
昌
一
く
こ
一
㊤
“
日
℃
℃
℃
◎
節
一
〇
一
N
Q
o
…
ω
ρ
ヨ
切
“
ぞ
く
騨
噌
ロ
O
ひ
細
憎
．
”
§
恥
S
伽
§
胴

　
【
ミ
ミ
塁
隷
山
蔓
％
箆
ミ
象
O
乾
魚
鳳
》
恥
」
ミ
ミ
8
§
“
G
軌
ミ
（
δ
圃
b
o
）
℃
℃
や
Q
Q
一
一
Q
O
心
…

　
一
白
O
ヨ
悌
§
恥
ミ
執
曾
ミ
恥
O
蹄
黛
、
ぎ
篭
窺
翫
馬
賞
誉
焼
黛
帖
§
§
蓋
恥
℃
ミ
帖
O
翫
硝
ミ
N
馬
句

　
O
慢
O
さ
ミ
（
漏
り
Φ
Q
Q
）
覧
℃
や
一
一
一
N
一
覧
α
ρ
α
ρ
α
①
一
荒
Q
O
・

②
　
一
九
世
紀
中
頃
に
お
け
る
工
業
化
と
都
市
化
の
関
係
を
広
い
視
野
か
ら
論
じ
た

　
も
の
と
し
て
、
勺
舞
二
〇
冒
O
、
∪
8
鵠
。
拝
、
．
M
コ
O
蕊
け
二
巴
O
卑
℃
＃
巴
誌
コ
回
ρ
脚
己
昏
。

　
勾
冴
O
O
h
ン
臼
O
ユ
①
門
ロ
〉
ヨ
O
凱
O
㊤
目
O
津
貯
ζ
α
㌧
、
．
ξ
軌
ミ
羽
無
ミ
馬
㌧
Φ
（
お
唱
）
”
唱
や
㊤
一

　
占
鵠
が
あ
る
。
寓
．
峯
。
営
霧
α
類
’
〉
’
宍
窪
8
冠
、
㌔
謎
§
ミ
晦
ミ
き
、
o
㍗
塁
臼
．

　
鉱
｝
ミ
ミ
§
N
噛
ミ
蔭
ミ
ミ
○
ミ
塁
毎
回
O
占
爲
O
（
叱
り
蕊
）
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照
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霞
α
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「
＼
．
〉
↓
9
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曙
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ω
各
霞
募
乱
鎚
け
δ
糞
0
要
覧
巴
富
ヨ

　
餌
昌
ユ
．
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げ
①
O
O
ロ
ω
霞
β
O
け
一
〇
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O
団
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『
σ
9
コ
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℃
即
O
O
曽
邑
智
7
0
q
口
引
㊦
α
ω
け
ρ
け
Φ
ω
》
、
．
一
ロ

　
ン
8
U
O
鈴
弓
田
乙
〉
・
｝
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ω
O
O
露
℃
S
⇔
ミ
職
輌
ミ
ご
起
黛
§
翫
＄
ぴ
ミ
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ミ
ミ
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目
偽
鰍
§

　
G
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蟄
聖
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O
職
掌
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Q
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蟻
や
℃
●
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Q
o
ρ
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O
Q
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鴨
U
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＜
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霞
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＜
O
図
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．
、
い
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O
餌
℃
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r
P
ロ
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冨
Q
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σ
Q
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㊤
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⇔
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切
5
鵠
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謬
く
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O
旨
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蓬
け
一
鵠

　
〉
α
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僧
P
O
Φ
α
O
ρ
℃
津
巴
肪
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O
O
h
O
篤
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讐
、
㌧
O
N
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尋
砺
§
ミ
砺
O
職
無
8
⑦
（
一
㊤
刈
①
y

　
℃
℃
●
卜
⊃
日
α
1
『
ρ

郊
外
化
は
、
階
級
的
同
質
性
の
欲
求
と
民
族
的
・
人
．
．

④
国
α
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騨
a
閑
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巳
｝
⑦
5
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．
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8
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o
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㊤
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①
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q
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7
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o
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℃
ぼ
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o
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℃
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簿
．
o
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昌
O
津
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．
一
鄭
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．
O
鵠
－

　
冨
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騨
昂
α
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．
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謡
O
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§
恥
憶
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嵩
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鼠
．
ミ
無
O
蕊
磯
笑
§
為
詩
轟
N

　
智
ミ
§
（
6
。
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圃
Y
℃
や
一
環
一
一
b
。
・
　
ボ
ス
ト
ン
の
C
B
D
と
そ
の
周
辺
の
移
属
居

　
住
区
に
つ
い
て
の
分
析
と
し
て
、
次
を
参
照
α
　
U
伊
〈
置
≦
碧
斜
、
、
月
ぴ
。
国
ヨ
9

　
α
q
①
昌
O
O
O
h
O
O
昌
霞
騨
一
同
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目
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O
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〉
ヨ
〇
二
〇
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搾
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－
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噛
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ミ
詩
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℃
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◎
）
㌧
℃
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け
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①
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露
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嵩
し
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σ
o
プ
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⑦
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コ
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ロ
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①
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網
鳥
O
ロ
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H
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α
唱
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詳
嘱
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勺
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．
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．
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．
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ミ
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恥
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．

　
砺
O
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翁
』
ミ
魯
ミ
四
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N
b
§
四
ミ
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S
窮
ミ
§
帖
ミ
織
見
始
き
一
陣
㌧
N
叱
O
O
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N
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N
隔
（
一
Φ
Q
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O
）
℃

　
O
冨
讐
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¢
　
ま
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、
同
．
勺
■
目
誌
9
畠
。
轟
9
鼠
≦
．
U
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く
9
旨
ざ
、
、
を
9
，
評
9
呂

　
”
o
訟
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o
コ
o
o
貯
H
昌
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に
鰺
ユ
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勺
ぴ
一
冨
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。
首
三
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．
旨
幅
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馬
ミ
9
、
贈
§
“
窺
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な
遷
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ζ
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i
昏
こ
（
一
り
『
Φ
）
㌧
℃
℃
伽
ド
蔭
刈
I
o
Q
悼
…
U
餌
く
一
二
≦
帥
門
9
0
魯
措
恥
黛
起
糺
」
噛
噛
．
N
ヒ
．
欺
偽
§
二
丁
・
．
箆

　
O
き
偽
曳
愚
ミ
ミ
．
O
き
§
蝿
鴨
帖
§
　
ミ
躊
乳
＄
ミ
遵
－
O
＄
§
昏
遣
　
鼠
ミ
ミ
詩
斜
（
お
鴫
一
）
噂

　
Ω
蚕
讐
韓
直
も
参
照
。

⑥
ホ
ー
ス
・
カ
ー
が
利
用
さ
れ
て
い
た
一
八
八
○
年
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
は
、

　
往
復
運
賃
一
露
顕
ン
ト
は
、
一
目
の
賃
金
が
約
一
ド
ル
三
〇
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
不

　
熱
練
労
働
者
に
は
も
ち
ろ
ん
、
ニ
ド
ル
で
あ
っ
た
熟
練
工
に
と
っ
て
も
重
い
負
担

　
で
あ
っ
た
。
当
蒋
通
勤
に
ホ
ー
ス
・
カ
！
を
常
に
利
用
し
て
い
た
者
は
被
腱
用
者

　
の
二
割
弱
に
す
ぎ
ず
、
主
に
職
場
よ
り
一
マ
イ
ル
以
上
離
れ
た
所
に
住
む
裕
福
な

　
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
上
層
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
殆
ど
の
労
働
者
が
通
勤
に
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メトロポリスの誕i生とアメリカ労働i者階級（竹田）

　
公
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ル
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．
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．
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＜
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①
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∀
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．
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鉱
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∪
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◎
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℃
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仁
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℃
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℃
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や
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9
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だ
し
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最
富
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中
に

　
は
都
心
部
の
一
角
を
排
他
的
高
級
住
宅
街
と
し
て
囲
い
、
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に
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け
た
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い
る
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．
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℃
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⑩
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八
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八
万
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の
四
五
万
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九
二
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の
七
五
万
へ
と
増
加
し
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ま
た
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ヨ
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口
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れ
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の
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に
八
二
万
か
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五
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万
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五
六
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万
へ
と
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ィ
ラ
デ
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ィ
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五
七
万
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五
万
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八
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カ
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万
、
二
七
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。
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し
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℃
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＄
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℃
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。
い
。
＜
窪
忽
⑦
貯
＼
、
雌
δ
℃
。
豪
8
賦
目
。
8
。
旨
蜜
。
h
ω
急
震
募
阜

　
N
無
謀
9
ご
囲
占
卜
母
。
。
鼠
け
o
h
㊤
O
昼
。
・
。
噛
｝
ロ
巴
侵
ω
β
、
、
§
馬
脚
§
鳶
さ
ミ
．
肉
覇
ミ
も
ミ

　
ぎ
織
亀
“
ミ
肉
“
s
ミ
ミ
画
亀
℃
一
ω
一
N
（
お
◎
Q
H
）
り
や
ト
o
O
…
竃
一
〇
一
類
。
一
翼
・
U
僧
艮
巴
ω
9
ど

　
巨
象
ぎ
識
翫
轟
＆
肉
ミ
ミ
鴇
。
矯
い
（
一
㊤
♂
）
や
や
ご
≦
9
。
二
さ
さ
的
篭
“
ミ
ミ
曳
9
さ
霞
き
3

　
喝
や
侮
①
ム
8
①
加
ふ
9
δ
一
Q
。
O
．

⑯
以
下
を
参
照
。
≧
導
客
・
し
口
紐
段
。
旦
、
．
H
旨
a
σ
q
箒
暮
ω
帥
＆
菊
①
、
。
δ
。
口
賦
p
一

　
蜜
。
ぴ
鶴
津
団
“
目
δ
囲
訟
ω
7
9
。
昌
自
○
興
ヨ
p
詳
ω
ぎ
℃
試
㌶
儒
①
な
一
凱
2
お
凱
O
山
◎
◎
Q
。
9
、
．

　
B
瓢
臼
。
。
プ
σ
①
嶺
い
二
巴
こ
．
．
〉
月
巴
⑦
o
h
↓
窪
，
8
Ω
亀
①
ω
開
し
σ
戸
p
o
犀
。
。
℃
同
岳
一
室
σ
登
養
忌
ρ

　
帥
民
○
毛
。
二
二
旨
《
営
騒
四
蕾
9
乾
膏
し
。
。
9
山
。
。
。
。
o
」
㊤
ω
P
6
日
9
．
、
と
も

　
に
＝
o
霧
『
σ
窪
σ
q
’
国
蟄
畠
譜
奪
ミ
Q
の
第
五
章
と
第
一
四
章
。
な
お
、
蟄
。
。
げ
岳
騨
昌

　
は
、
中
流
層
の
郊
外
化
を
み
た
英
米
型
と
、
こ
の
層
が
都
心
部
に
留
ま
っ
た
仏
な

　
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
型
と
を
比
較
し
、
仕
事
世
界
と
堕
落
し
た
都
会
か
ら
の
家

　
族
の
分
離
と
防
衛
を
唱
く
福
音
主
義
に
、
両
者
の
違
い
の
原
因
を
求
め
て
い
る
。

（717）111



勾
0
9
詳
歪
ω
ゴ
ヨ
雪
”
ぎ
ミ
嶺
＄
帖
物
9
§
ざ
珊
§
鴨
ミ
怨
ミ
ミ
、
匙
、
、
9
偽
さ
ミ
～
忌

（一

閨
宦
B
刈
）
〔
邦
訳
、
『
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
ユ
…
ト
ピ
ア
』
勤
草
轡
募
、
　
一
九
九
〇
年
、

特
に
＝
一
六
頁
〕

112 （718）

二
　
社
会
的
流
動
性
と
地
理
的
移
動

　
以
上
の
よ
う
な
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
成
立
過
程
と
秩
序
形
成
と
が
、
ア
メ
リ
カ
労
働
者
階
級
の
存
在
様
式
と
階
級
意
識
形
成
に
対
し
て
い
か
な

る
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
か
を
、
以
下
三
点
に
わ
た
っ
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
最
初
は
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
紀

転
換
期
に
経
済
的
上
昇
を
と
げ
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
の
外
側
に
開
発
さ
れ
る
住
宅
地
に
移
動
し
た
り
、
そ
こ
で
家
を
購
入
す
る
こ
と
が
、
当
時

の
労
働
者
階
級
に
ど
の
程
度
可
能
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
い
く
つ
か
の
数
字
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
ボ
ス
ト
ン
で
の
社
会
的
流
動
性
を
検
討
し
た
サ
ー
ン
ス
ト
ロ
ム
に
よ
れ
ぽ
、
一
八
五
〇
年
代
か
ら
八

○
年
代
に
か
け
て
生
れ
た
者
の
中
で
、
そ
の
労
働
人
生
に
お
い
て
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
へ
上
昇
で
き
た
割
合
は
大
体
四
人
に

一
人
で
あ
っ
た
。
内
訳
を
詳
し
く
み
る
と
、
熟
練
層
の
四
人
に
一
人
が
そ
の
労
働
人
生
に
お
い
て
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
へ
上
昇
し
た
。
半
熟
練
層

で
は
四
〇
％
強
が
職
業
上
の
上
昇
を
経
験
し
た
が
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
へ
は
六
・
七
〇
年
代
生
れ
の
者
の
二
〇
％
と
五
〇
年
代
・
八
○
年
代
生

れ
の
三
〇
％
が
上
昇
し
、
熟
練
層
へ
は
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
生
れ
の
二
〇
％
と
八
○
年
代
生
れ
の
一
〇
％
の
者
が
上
昇
し
た
。
不
熟
練
層

で
は
約
七
〇
％
の
者
が
職
業
上
の
上
昇
を
経
験
し
た
が
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
へ
は
六
・
七
〇
年
代
生
れ
の
一
六
％
、
五
〇
年
代
生
れ
の
二
四
％

が
上
昇
し
、
熟
練
層
へ
は
六
・
七
〇
年
代
生
れ
の
二
〇
％
、
八
○
年
代
生
れ
の
一
二
％
が
上
昇
を
と
げ
た
。
ま
た
、
四
〇
年
代
か
ら
八
○
年
代

に
生
れ
た
者
で
、
熟
練
工
の
父
親
を
も
つ
息
子
の
約
四
〇
％
が
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
に
つ
き
、
半
・
不
熟
練
労
働
者
の
父
親
を
も
つ
息
子
の
四

〇
％
以
上
も
が
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
に
、
一
四
な
い
し
二
〇
％
が
熟
練
職
に
つ
い
た
。
さ
ら
に
、
一
八
九
〇
年
当
時
の
ボ
ス
ト
ン
の
労
働
者
の

中
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
が
多
く
、
彼
ら
の
第
一
世
代
の
六
五
％
が
半
・
不
熟
分
層
、
二
五
％
が
熟
練
屡
で
あ
り
、
専
門
職
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
職
に
つ
い
た
者
は
わ
ず
か
に
一
〇
％
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
生
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
第
二
世
代
で
は
、
半
・
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　　　　　　表（b）
Distribution　of　Total　Wealth，　1890－1910（ero）

Category 1890 1900

Bottom　3090

Low－iNiid　30ero

Mid－Upper　30ero

Top　1090

O．22

4．50

17．40

7Z88

O．26

5．64

19．21

74．89

不
熟
雲
夜
が

　
　
　
①

増
加
し
た
。

い
え
る
。

　
こ
の
よ
う

を
示
す
表
㈲

　
　
②

や
し
た
。
ま

○
ド
ル
以
上

）

1019

O．69

10．69

24．38

64．24

　　　　　　　潔く。）
Popu！ation　Distribution　by　Residence，　1890－1910（90）

Resiclence 　1890　1900　1910（7t＝202）　（7t＝177）　（，・z　＝115）

Pedestrian　City　80．490

01cl　Suburbs　IL4
Streetcar　Suburbs　4．6

New　Suburbs　2．1
Far　Suburbs 1．4

63．190

16．6

10．6

6．0

3．7

45．6％

19．0

14．4

13．9

7ユ

ω1翫灘黙黙罵聯繋灘麹糞
C・mb・idg。．　　　　　　　　　　はた裕財

（2）The・Old　S・b・・b・，’t　very　m・ch　c・nn・¢t・d　t・th・六結な産

city　of　Boston，　at　distances　of　2　to　3　rriiles，　which

include　Dorchester，　Brookline，　Chelsea，　and　most　of

Somerville　and　Carnbridge．
（3）　The　“Streetcar　Suburbs”　of　West　Roxbury，　Everett，

southern　Lynn，　Medford，　Quincy，　Revere，　and　Win－

throp．

｛4）　The　new　suburbs　of　Arlington，　Belrnont．　northern
Braintree，　Malden，　Melrose，　Nahant，　Needliam，　）iqewton，

Waltham．　Wellesley，　and　northern　Weyrnouth．

（5）　The　far　suburbs　of　Framingham，　Hingham，　Hull，
Norwood．　Reading，　Salem，　Seituate，　VLralcefielcl，　Wey－

land．　and　Woburn．

　　　　　　　　表（d）

Homeownership　by　Area　of　Residence，　1890－1910（oro）

な
職
業
上
の
地
位
上
昇
と
同
時
に
、
労
働
老
が
所

に
よ
れ
ば
、
一
八
九
〇
年
か
ら
の
二
〇
年
問
に
、

た
、
ボ
ス
ト
ン
在
住
の
＝
一
四
名
の
サ
ン
プ
ル
を

の
者
は
わ
ず
か
九
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
〇

Residence 1890 1900 1910

Pedestrian　City

Old　Suburbs

Streetcar　’　Suburbs

New　Suburbs

Far　Suburbs

13．6

39．7

61．0

59．2

65．6．

16．0

41．1

66．6

652

69．4

18，0

40．3

66．4

70．1

75．9

Edel，　Sclar，　and］しuria，　Sha　hy　Palaces，　pp．139，141．

も
増
加
し
て
い
た
。
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
財
産
総
額
の
分
布
状
況

一
割
の
層
を
除
い
た
各
層
が
い
ず
れ
も
そ
の
シ
ェ
ア
を
大
き
く
旧

藩
に
よ
れ
ば
、
一
八
九
〇
年
当
時
所
有
す
る
財
産
総
額
が
二
五
〇

一
名
に
も
増
加
し
て
い
た
。
な
か
で
も
二
五
〇
〇
以
上
五
〇
〇
〇

三
六
％
に
著
し
く
減
少
し
、
熱
心
層
は
二
六
％
と
変
化
し
な
か
っ
た
が
、
専
門
職
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
に
つ
く
者
は
三
八
％
に

以
上
の
ケ
ー
ス
が
示
す
よ
う
に
、
職
業
上
の
地
位
上
昇
は
広
汎
に
認
め
ら
れ
、
特
に
第
二
世
代
の
間
で
そ
の
割
合
は
高
か
っ
た
と

1工3　　（719）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ド
ル
未
満
の
財
産
所
有
者
は
三
名
か
ら
三
四
名
へ
と
大
幅
に
増
加
し
た
。

　
そ
し
て
、
以
上
み
た
よ
う
な
職
業
上
の
地
位
上
昇
と
保
有
財
産
の
増
加
と
は
、
地
理
的
移
動
を
惹
起
す
る
。
「
社
会
的
差
違
を
示
し
た
い
と

い
う
欲
求
は
、
地
理
的
な
区
別
を
通
じ
て
の
み
実
現
で
き
た
」
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
で
、
成
功
志
向
的
流
動
性
」

と
「
防
衛
的
で
、
家
庭
と
結
び
つ
い
た
縄
張
り
意
識
」
と
を
文
化
的
特
質
と
す
る
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
「
仕
事
の
上
で
の
地
位
上
昇
や
財
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
上
昇
は
、
必
ず
、
よ
り
良
い
近
隣
へ
の
移
動
を
墨
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。
表
㈲
が
示
す
よ
う
に
、
一
八
九
〇
年
か
ら
の
二

〇
年
間
に
お
い
て
、
ボ
ス
ト
ン
中
心
か
ら
ニ
マ
イ
ル
以
内
の
「
歩
き
回
れ
る
都
市
」
の
地
域
は
著
し
い
人
口
流
出
を
み
た
。
九
〇
年
当
時
、
そ

こ
に
は
ボ
ス
ト
ン
人
口
の
実
に
八
○
％
が
居
住
し
て
い
た
が
、
一
九
一
〇
年
に
は
そ
の
割
合
が
約
四
六
％
へ
と
激
減
し
た
。
流
町
人
口
は
周
辺

部
へ
と
移
動
し
た
が
、
大
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
専
門
家
や
経
営
・
管
理
者
層
が
冥
Φ
妻
ω
呂
哀
げ
ω
へ
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
が
翼
⑦
芝
ω
g
び
霞
σ
ω

か
ω
窪
①
簿
。
胃
ω
鶴
び
葺
寓
へ
移
動
し
、
熟
練
層
は
G
o
宵
Φ
簿
。
碧
ω
盲
嚢
σ
。
。
と
男
色
ω
ロ
σ
自
げ
。
。
へ
、
不
熟
練
層
は
○
冠
ω
呂
母
σ
ω
へ
と
移

　
⑤つ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
郊
外
化
は
、
表
㈹
が
示
す
よ
う
に
、
特
に
客
Φ
≦
ω
ζ
げ
母
げ
。
。
と
男
霞
ω
昌
實
匿
に
お
け
る
持
家
率
の
大
幅
な
上
昇
を

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

伴
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
別
の
数
字
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
一
八
八
○
年
に
ボ
ス
ト
ン
に
在
住
し
た
約
三
五
〇
名
の
サ
ン
プ
ル
を
検
討
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
の
持

家
率
は
八
○
年
の
わ
ず
か
六
・
七
％
か
ら
、
九
〇
年
の
一
四
・
四
、
一
九
〇
〇
年
の
二
四
・
五
、
一
九
一
〇
年
の
三
四
・
五
％
へ
と
急
上
昇
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
持
家
率
の
上
昇
は
郊
外
化
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ボ
ス
ト
ン
の
中
心
か
ら
の
彼
ら
の
住
居
の
平
均
距
離

は
八
○
年
で
は
わ
ず
か
○
・
八
五
マ
イ
ル
で
あ
っ
た
が
、
九
〇
年
に
は
一
・
二
九
、
一
九
〇
〇
年
に
は
二
・
四
六
、
そ
し
て
一
九
一
〇
年
に
は

三
・
四
マ
イ
ル
へ
と
の
び
た
。
ま
た
、
こ
の
三
〇
年
間
に
人
口
密
度
は
四
分
の
一
の
減
少
を
み
せ
、
居
住
環
境
は
改
善
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

⑦
る
。　

留
意
す
べ
き
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
周
辺
部
が
、
あ
る
程
度
の
経
済
力
さ
え
あ
れ
ぼ
、
白
人
の
誰
に
対
し
て
も
開
か
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

階
級
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
は
相
互
に
規
定
し
合
う
が
、
郊
外
へ
の
脱
出
の
決
め
手
は
な
に
よ
り
も
経
済
力
で
あ
り
、
生
来
的
属
性
で
あ
る
エ
ス

114 （720）
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ニ
シ
テ
ィ
は
脱
出
の
障
害
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
の
居
住
者
が
、
当
時
の
高
い
社
会
的
流
動
性
の
中
で
、
郊
外

で
の
持
家
と
い
う
「
ア
メ
リ
カ
の
夢
扁
を
自
分
に
も
実
現
可
能
な
目
標
と
考
え
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
し
、
む
し
ろ
、
そ
う
い
う
成
功

へ
の
夢
を
も
た
な
い
こ
と
は
「
非
ア
メ
リ
カ
的
」
と
み
な
さ
れ
た
。

　
た
と
え
ば
、
一
八
七
〇
年
代
と
八
○
年
代
の
ボ
ス
ト
ン
で
は
、
中
流
の
上
層
が
住
ん
で
い
た
ロ
ヅ
ク
ス
ベ
リ
ー
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
者

が
最
も
多
く
進
出
し
た
。
し
か
し
、
九
〇
年
代
に
は
彼
ら
に
続
い
て
、
か
な
り
の
数
の
ユ
ダ
ヤ
系
や
カ
ナ
ダ
系
の
人
々
も
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ら
移
り
始
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
戸
ヅ
ク
ス
ベ
リ
ー
や
ド
ー
チ
ェ
ス
タ
ー
に
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
住
宅
地
域
で
家
を
購
入
し
た
富
裕

な
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
住
民
も
い
た
け
れ
ど
も
、
彼
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
殆
ど
は
、
中
心
に
も
っ
と
近
い
サ
ウ
ス
・
ボ
ス
ト
ン
、
チ
ャ
ー
ル
ズ

タ
ウ
ン
、
サ
ウ
ス
エ
ソ
ド
に
お
い
て
、
ス
リ
ー
・
デ
ヅ
カ
i
（
三
家
族
用
の
三
階
建
建
物
）
を
借
り
た
り
、
古
い
連
棟
式
住
宅
を
購
入
し
た
。
こ
れ

ら
の
Z
E
は
、
五
・
六
〇
年
代
に
移
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
生
れ
の
中
流
層
に
か
わ
っ
て
、
七
〇
年
代
か
ら
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
熟
練
層
や
小

店
舗
経
営
者
の
世
界
に
な
り
始
め
た
の
で
あ
る
。
サ
ウ
ス
・
ボ
ス
ト
ン
の
「
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
が
か
か
っ
た
」
家
に
住
む
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
シ
ア
ル
の
ワ
ド
カ
　

住
民
は
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
の
ス
ラ
ム
か
ら
脱
出
で
き
た
人
々
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
生
れ
で
中
産
階
級
出
身
の
社
会
事
業
家
の
目
か
ら
み
れ
ば
、

今
で
は
市
民
と
し
て
自
己
を
確
立
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
価
値
を
受
入
れ
、
ワ
ス
プ
的
支
配
文
化
に
順
応
し
同
化
し
て
い
た
。
サ
ウ
ス
・
ポ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ン
は
「
セ
ル
フ
・
メ
イ
ド
・
マ
ン
」
の
世
界
な
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
ウ
ニ
ス
ト
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
北
の
地
域
は
主
に
中
流
階
級
の
郊
外
住
宅
地
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
完
成
し
た
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
高
架
鉄
道
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
C
B
D
と
こ
の
地
域
を
一
五
分
で
結
ぶ
に
及
ん
で
、
新
住
民
が
増
加
し
た
。
彼
ら

は
、
一
九
世
紀
末
に
路
面
電
車
の
導
入
と
と
も
に
移
住
し
て
い
た
人
々
と
社
会
経
済
的
・
民
族
的
属
性
の
上
で
は
変
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
生
れ
の

親
を
も
つ
白
人
か
、
ド
イ
ツ
系
・
イ
ギ
リ
ス
系
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
に
属
し
、
ク
ラ
ー
ク
や
、
簿
記
係
、
下
級
管
理
老
な
ど
の
中
流
層
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
　
一
九
一
〇
年
以
降
、
ロ
シ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
や
イ
タ
リ
ア
系
が
流
入
を
開
始
し
た
。
彼
ら
は
経
済
的
上
昇
に
伴
っ
て
イ

ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
か
ら
脱
出
し
て
き
た
人
々
で
あ
り
、
以
前
の
住
民
よ
り
や
や
富
裕
の
度
合
は
下
が
る
が
、
主
に
熟
練
層
と
中
流
層
に
属
し
て
い
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⑩
た
。　

以
上
の
よ
う
に
、
世
紀
転
換
期
の
ア
メ
リ
カ
社
会
は
、
労
働
者
や
移
民
な
ら
び
に
そ
の
第
二
世
代
の
か
な
り
の
部
分
に
経
済
的
・
社
会
的
上

昇
の
機
会
を
与
え
、
郊
外
へ
の
脱
出
と
持
家
の
獲
得
へ
の
門
戸
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
生
活
向
上
の
具
体
的
成
果
を
保

証
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
郊
外
化
は
、
当
時
の
支
配
的
エ
リ
…
ト
が
強
く
期
待
し
た
ソ
シ
ア
ル
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
機
能
を
果
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
い
わ
ゆ
る
革
新
主
義
的
改
革
老
は
、
密
集
と
家
族
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
欠
如
と
を
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
の
主
な
害
悪
と
考
え
、
分
散
を
訴
え
て

い
た
。
同
時
に
こ
の
訴
え
は
、
労
資
対
立
が
激
化
し
た
こ
の
時
期
に
は
、
持
家
に
手
が
届
か
ず
、
社
会
の
中
に
何
の
拠
り
所
も
も
て
な
い
よ
う

な
労
働
老
が
引
き
起
す
騒
乱
や
社
会
不
安
に
対
す
る
恐
怖
と
も
結
び
つ
い
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス
ラ
ム
の
悲
惨
な
状
態
を
告
発
し
た
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
リ
ー
ス
（
富
8
σ
空
一
ω
）
や
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
人
口
密
集
問
題
対
策
委
員
会
な
ら
び
に
都
市
・
郊
外
住
宅
協
会
、

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
市
長
ハ
ン
ト
（
国
窪
隠
鵠
霜
げ
）
ら
は
、
郊
外
と
都
心
を
結
ぶ
交
通
手
段
の
開
発
と
郊
外
化
を
都
市
・
社
会
問
題
の
解
決
策
と
し

　
　
　
　
⑪

て
強
調
し
た
。
ボ
ス
ト
ン
の
路
面
電
車
網
を
統
合
し
た
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
（
国
雪
主
審
名
三
g
①
唄
）
も
、
路
面
電
車
が
労
働
老
を
都
心
の
汚
な
い
ス

ラ
ム
や
下
宿
か
ら
、
周
辺
の
陽
光
あ
ふ
れ
る
田
園
地
帯
へ
と
引
き
出
し
、
一
乗
り
五
セ
ン
ト
の
費
用
だ
け
で
都
市
周
辺
部
を
「
微
笑
み
あ
ふ
れ

る
田
園
的
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
」
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
主
張
し
、
州
知
事
ラ
ヅ
セ
ル
（
ぐ
く
一
一
一
一
㊤
昌
P
　
口
口
ω
⑳
〇
一
一
）
ら
も
そ
の
考
え
に
賛
同
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ブ
リ
マ
ソ
リ
ヒ
ズ
サ
オ
ウ
ソ
サ
ラ
ソ
ド
ロ
　
ド

ボ
ス
ト
ン
の
有
力
な
マ
グ
ワ
ン
プ
の
一
人
で
、
企
業
家
の
ア
ト
キ
ン
ソ
ソ
（
］
円
α
づ
、
ρ
目
仙
　
〉
伸
げ
一
難
ω
O
渇
）
は
、
「
す
べ
て
の
人
を
土
地
所
有
者
に
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
考
え
だ
し
、
模
範
的
郊
外
住
宅
地
の
造
成
を
計
画
し
て
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
に
線
路
を
の
ぼ
し
て
く
る
よ
う
に
要
請
し
た
。

ま
た
、
一
九
〇
一
年
の
合
衆
国
議
会
産
業
委
員
会
に
お
け
る
証
言
で
、
シ
カ
ゴ
の
あ
る
建
築
請
負
業
者
は
、
「
も
し
我
々
の
労
働
者
が
家
を
所

有
し
て
い
る
な
ら
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
お
こ
そ
う
と
は
し
な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
た
。
別
の
人
物
も
、
家
の
所
有
が
、
炭
鉱
労
働
者
の
「
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

っ
当
で
、
正
直
で
、
勤
勉
で
、
堅
実
な
人
生
を
送
る
」
欲
求
や
傾
向
を
示
す
も
の
だ
と
証
言
し
た
。
さ
ら
に
、
当
時
の
著
名
な
都
市
・
住
宅
改

革
者
べ
ー
ラ
ー
（
H
し
ゅ
≦
N
，
O
め
O
Φ
　
ノ
、
①
㎞
一
一
Φ
N
）
は
郊
外
化
を
勧
め
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
人
が
自
分
自
身
の
家
を
も
つ
場
合
に
は
、
節
約
し
倹
約
し
、

市
民
と
し
て
の
義
務
を
果
し
、
政
治
の
真
の
参
加
者
と
な
ろ
う
と
す
る
動
機
を
強
く
も
っ
こ
と
に
な
る
。
民
主
主
義
は
、
テ
ネ
メ
ン
ト
に
住
む
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メトロポリスの誕生とアメリカ労働者階級（竹田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

人
々
で
構
成
さ
れ
る
国
に
お
い
て
は
根
づ
か
な
か
っ
た
し
、
生
き
残
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
。
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
少
数
の
地

主
と
多
数
の
借
家
人
を
生
み
だ
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
験
は
く
り
返
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
郊
外
化
と
家
の
所
有
は
保
守
的
影
響
を
も
た
ら
す
と
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
実
は
当
時
、
持
家
所
有
老
の
か
な
り
が
金
融
機

関
、
特
に
住
宅
金
融
共
済
組
合
か
ら
借
金
を
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
世
紀
転
換
期
の
ボ
ス
ト
ン
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
持
家
の
価
格
の
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

半
分
ま
で
が
ロ
ー
ン
で
賄
わ
れ
て
い
た
。
抵
当
で
縛
ら
れ
た
労
働
者
が
「
社
会
的
安
定
の
柱
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
の
あ
る
編
集
者
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
「
よ
ほ
ど
の
事
情
が
な
い
限
り
、
自
分
た
ち
の
家
を
失
う
の
を
お
そ
れ
て
職
場
を
放
棄
し
た
り

は
し
な
い
」
し
、
「
デ
マ
ゴ
ー
グ
は
、
倹
約
と
犠
牲
に
よ
っ
て
財
産
を
獲
得
し
た
住
宅
金
融
共
済
組
合
員
の
会
合
に
お
い
て
は
、
影
響
力
を
も

た
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
住
宅
金
融
共
済
組
合
を
通
じ
て
家
を
購
入
す
れ
ば
、
近
隣
へ
の
愛
着
が
生
ま
れ
て
そ
の
発
展
の
た
め
に
活
動
す
る
よ

う
に
な
り
、
「
勤
勉
な
ら
び
に
法
と
秩
序
と
い
う
目
的
や
、
善
良
な
市
民
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
健
全
で
保
守
的
な
政
治
に
賛
同
す
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
⑯

な
る
」
の
で
あ
る
。

　
一
九
＝
一
年
に
全
国
住
宅
協
会
が
、
労
働
者
の
持
家
は
奨
励
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
殆
ど
の
発
言
者
が
不

動
産
所
有
の
拡
大
に
賛
同
す
る
中
で
、
異
論
が
一
つ
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
長
年
貯
金
を
し
て
家
を
入
手
し
た
り
、
ま
だ
家
の
代
金
を
完
納

し
て
い
な
い
労
働
者
は
雇
用
主
に
対
し
て
弱
腰
に
な
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
を
通
じ
て
賃
上
げ
や
条
件
改
善
を
獲
得
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
異
議
に
反
論
を
加
え
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
討
論
の
中
で
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
鉄
道
会
社
は
、
従
業
員
が
「
家
を
所
有

し
て
い
る
の
で
、
ス
ト
な
ど
打
て
な
い
」
か
ら
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
お
こ
る
心
配
を
し
て
い
な
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
商
工
会
議
所
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

代
表
す
る
発
言
者
は
家
の
所
有
が
「
社
会
的
責
任
」
や
「
安
定
と
責
任
」
、
「
節
約
や
倹
約
」
を
も
た
ら
す
と
考
え
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
、

経
済
的
・
社
会
的
上
昇
の
機
会
の
広
汎
な
存
在
が
可
能
に
し
た
郊
外
化
と
持
家
の
所
有
と
は
、
支
配
的
エ
リ
ー
ト
が
期
待
し
た
よ
う
に
、
労
働

者
を
保
守
化
さ
せ
、
闘
争
に
参
加
す
る
の
を
た
め
ら
わ
せ
、
階
級
意
識
を
鈍
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
住
宅
金
融
共
済
組
合
を
利
用
で
き
た
の
は
、
ク
ラ
ー
ク
や
教
師
、
熟
練
工
ら
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
な
ら
び
に
ブ
ル
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i
カ
ラ
！
上
層
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
共
済
組
合
は
、
一
〇
〇
〇
か
ら
二
五
〇
〇
ド
ル
程
度
の
価
格
の
家

に
対
す
る
ロ
ー
ン
の
対
象
老
と
し
て
、
一
八
九
一
年
当
時
で
平
均
週
給
二
五
ド
ル
を
稼
ぐ
者
を
想
定
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
大
き
な
意
味
を

も
つ
。
持
家
を
獲
得
す
る
最
も
有
利
で
一
般
的
な
ル
ー
ト
か
ら
不
熟
練
の
都
市
貧
民
は
排
除
さ
れ
、
彼
ら
と
熟
練
層
と
の
間
の
格
差
が
、
生
活

の
面
に
お
い
て
も
、
拡
大
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
よ
り
一
般
的
に
言
っ
て
、
住
宅
金
融
共
済
組
合
を
利
用
で
き
る
か
ど
う
か
と

は
無
関
係
に
、
労
働
者
階
級
内
部
の
格
差
と
亀
裂
そ
の
も
の
が
、
「
開
か
れ
た
」
郊
外
の
存
在
の
下
で
は
、
地
理
的
に
反
映
さ
れ
て
空
間
的
形

を
と
る
の
で
あ
る
。
佳
宅
金
融
共
済
組
合
は
こ
の
傾
向
を
一
層
促
進
し
た
と
い
え
る
。

　
ミ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
の
Z
E
に
お
い
て
最
も
特
徴
的
な
組
織
は
、
「
民
衆
の
銀
行
」
と
呼
ば
れ
た
住
宅
金
融
共
済
組
合
で
あ

っ
た
。
一
九
〇
九
年
に
は
そ
の
数
が
二
二
〇
近
く
に
も
及
ん
だ
共
済
組
合
は
何
ら
か
の
利
害
関
係
を
も
っ
た
者
を
約
八
万
名
も
擁
し
、
抵
当
の

少
く
と
も
七
五
％
を
設
定
し
、
約
六
万
戸
の
購
入
に
関
係
し
た
と
い
う
。
か
な
り
の
数
の
労
働
者
が
こ
の
組
合
を
利
用
し
て
お
り
、
シ
ン
シ

ナ
テ
ィ
商
工
会
議
所
会
頭
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
の
家
は
「
何
年
に
も
わ
た
っ
て
積
み
立
て
ら
れ
た
個
人
貯
蓄
を
表
わ
し
て
い
る
」
の
で
、
彼
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

「
自
分
た
ち
の
都
市
の
繁
栄
に
関
心
を
も
っ
て
」
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ソ
ト
リ
フ
ル
リ
レ
　
コ
ハ
　
ロ
カ
ウ
ン
シ
ル

　
ま
た
、
こ
の
Z
E
内
の
組
織
と
し
て
、
約
三
万
五
〇
〇
〇
名
の
熟
練
労
働
者
を
組
織
し
た
中
央
労
働
評
議
会
（
A
F
L
所
属
）
は
、
「
組
織
せ

よ
！
　
煽
動
せ
よ
！
　
教
育
せ
よ
！
」
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
同
時
に
、
倹
約
、
個
人
主
義
、
社
会
的
上
昇
の
追
求
を
強
調
し
た
ゆ
そ
し
て
、
家

の
所
有
者
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
尊
敬
と
地
位
を
か
ち
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
す
べ
て
の
組
合
員
は
自
ら
の
家
を
も
ち
た
い
と
い
う
願
望
を

も
つ
べ
き
だ
と
訴
え
た
。
さ
ら
に
同
評
議
会
は
、
労
働
者
の
子
供
が
「
実
業
家
の
子
供
の
よ
う
に
り
っ
ぱ
に
育
ち
、
り
っ
ぱ
で
尊
敬
さ
れ
る
社

会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
れ
る
よ
う
に
」
、
子
供
を
通
学
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
た
。
他
方
で
、
こ
の
中
央
労
働
評
議
会
は
、
イ
ン
ナ
：
シ
テ
ィ
で
の

犯
罪
や
、
非
衛
生
的
状
態
、
テ
ネ
メ
ン
ト
の
劣
悪
さ
を
憂
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の
「
貧
民
階
級
」
が
「
ま
と
も
な
ア
メ
リ
カ
の

労
働
者
」
と
接
触
す
る
の
を
嫌
っ
て
移
民
制
限
を
主
張
し
、
移
民
の
七
割
を
占
め
る
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
”
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ロ
シ
ア
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

身
者
の
約
半
数
は
技
能
や
定
職
を
も
た
ず
、
好
ま
し
く
な
い
と
決
め
つ
け
、
彼
ら
へ
の
軽
蔑
と
敵
意
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
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同
様
に
、
デ
ト
ロ
イ
ト
に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
生
れ
や
、
イ
ギ
リ
ス
系
、
カ
ナ
ダ
系
の
熟
練
工
や
組
合
幹
部
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
や
小

規
模
実
業
家
と
同
じ
地
区
に
住
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
中
産
階
級
的
な
友
愛
団
体
や
社
交
ク
ラ
ブ
や
教
会
に
所
属
し
、
時
に
は
そ
れ
ら
の
役
員
さ

　
　
　
　
　
　
　
⑳

え
務
め
た
の
で
あ
る
。

　
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
と
デ
ト
ロ
イ
ト
の
熟
練
労
働
者
が
示
し
た
排
他
性
な
り
保
守
性
は
、
労
働
者
階
級
内
部
の
亀
裂
を
表
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
テ
ィ
ジ
ェ
ル
の
研
究
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
興
味
深
い
状
況
を
見
事
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
　
一
九
世
紀
末
の
サ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
ム
ス
タ
じ

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
は
、
熟
練
工
の
大
工
と
半
熟
練
の
御
者
と
は
、
熟
練
技
能
の
希
釈
化
と
企
業
家
へ
の
上
昇
の
機
会
の
減
少
の
た
め

に
、
不
熟
練
層
と
と
も
に
、
階
級
と
し
て
の
一
体
性
を
共
有
し
、
彼
ら
と
資
本
家
階
級
と
の
距
離
が
拡
大
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
内
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
通
り
が
労
資
間
を
分
断
す
る
境
界
線
と
な
っ
た
。
こ
の
通
り
の
北
西
部
に
開
発
さ
れ
て
い
く
地
域
に
は
上
・
中
流
層
が
住
み
、
南
側
に
は

労
働
者
地
域
が
発
展
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
階
級
に
よ
っ
て
大
き
く
二
分
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
と
同
時
に
、
大
工
た
ち
が
組
織
化
に
よ
っ
て
熟
練
技
能
を
保
持
し
、
仕
事
規
制
と
高
賃
金
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
彼
ら
と
御
者
ら
未
組
織
の
半
熟
練
層
や
不
熟
練
層
と
の
間
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
上
で
も
大
き
な
差
違
が
顕
在
化
し
て
い
く
。
た
と
え

ば
、
一
八
八
○
年
当
時
、
大
工
と
御
者
、
不
熟
練
層
は
、
世
帯
主
の
比
率
が
そ
れ
ぞ
れ
五
四
、
五
三
、
五
二
％
で
あ
り
、
二
八
才
か
ら
三
七
才

の
間
に
結
婚
す
る
割
合
も
五
四
、
五
一
、
五
三
％
、
下
宿
人
・
間
借
人
の
割
合
も
三
一
、
二
八
、
三
四
％
で
あ
っ
て
、
彼
ら
の
間
に
差
は
無
か

っ
た
。
し
か
し
二
〇
愚
痴
に
は
、
大
工
、
御
者
、
不
熟
練
層
は
、
経
済
的
格
差
を
反
映
し
て
、
世
帯
主
の
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
五
七
、
三
九
、
三

七
％
と
な
り
、
前
述
の
期
間
に
結
婚
す
る
割
合
も
五
六
、
四
九
、
三
七
％
に
、
下
宿
人
・
間
借
人
の
比
率
も
二
四
、
三
〇
、
三
九
％
と
な
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

大
工
と
他
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
の
間
に
は
大
き
な
差
違
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
い
ち
早
く
結
婚
し
て
家
族
を
形
成
し
、
安
定
し
た
大
工
は
、
八
・
九
か
年
代
に
開
発
が
進
む
周
辺
部
の
一
つ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
通
り

の
南
西
部
へ
移
動
し
た
。
す
な
わ
ち
、
八
○
年
当
時
で
は
、
大
工
、
御
者
、
不
熟
一
層
の
中
で
都
心
部
に
居
住
し
た
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
四
七
、

四
三
、
五
八
％
で
あ
り
、
熟
練
度
と
居
住
地
の
間
に
直
接
的
関
連
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
二
〇
年
間
で
都
心
部
か
ら
脱
出
で
き
た
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の
は
主
に
大
工
で
あ
り
（
四
七
か
ら
三
一
へ
と
一
六
％
も
減
少
）
、
御
者
（
わ
ず
か
に
五
％
の
減
少
）
と
不
熟
練
層
（
変
化
な
し
）
は
都
心
部
に
留
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
周
辺
部
に
お
け
る
家
族
形
成
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
大
工
、
御
者
、
不
熟
練
層
の
家
族
で
周
辺
部
に
住
む
割
舎
は
、
八

○
年
当
時
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
八
、
五
八
、
六
一
％
と
全
く
差
は
な
い
。
し
か
し
二
〇
年
魚
に
は
、
大
工
の
場
合
に
は
二
八
ポ
イ
ン
ト
も
増
え

て
八
六
％
に
達
し
、
他
方
、
御
者
の
場
合
に
は
わ
ず
か
に
九
ポ
イ
ン
ト
増
え
た
だ
け
で
あ
り
、
不
熟
岩
層
で
は
そ
の
割
合
は
変
化
し
な
か
っ
た
。

大
工
の
家
族
の
四
割
強
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
通
り
の
南
西
部
に
住
み
、
ま
た
三
割
も
が
上
・
中
流
層
の
住
む
北
五
部
に
も
居
住
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
に
お
い
て
も
、
労
働
者
階
級
内
部
で
進
行
す
る
分
裂
が
は
っ
き
り
と
空
間
的
形
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
持
家
率
（
一
九
〇
〇
年
当
時
）
に
つ
い
て
も
、
御
者
と
不
熟
練
層
が
そ
れ
ぞ
れ
＝
二
と
八
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
大
工
は
二
九
％

と
他
の
グ
ル
ー
プ
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
た
。
熟
練
大
工
の
生
活
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
か
な
り
の
改
善
を
み
せ
、
半
・
不
熟
練
層
と
の
差
は
大

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

き
く
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
労
働
者
階
級
内
に
拡
が
っ
た
以
上
の
よ
う
な
社
会
的
・
地
理
的
断
絶
は
、
労
働
運
動
の
路
線
に
も
当
然
反
映
さ
れ
た
。
大
工
を
中
核
と
す
る

ピ
ル
デ
イ
ソ
グ
の
ト
レ
ミ
ズ
の
カ
ウ
ン
シ
ル

建
築
職
種
評
議
会
は
所
属
メ
ン
バ
ー
を
「
納
税
者
」
、
「
世
帯
主
」
、
「
市
民
」
と
呼
ん
で
他
の
労
働
者
層
と
区
別
し
、
保
守
的
で
排
他
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
・
ユ
ニ
守
門
ズ
ム
路
線
を
と
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
大
手
の
資
本
家
を
結
集
し
、
オ
ー
プ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ
を
は
か
る
雇
用
主

協
会
と
、
組
織
化
を
目
指
し
た
、
御
者
に
代
表
さ
れ
る
半
熟
練
層
と
が
対
決
し
た
一
九
〇
一
年
の
労
資
抗
争
に
お
い
て
は
、
建
築
職
種
評
議
会

は
ス
ト
ラ
イ
キ
労
働
者
を
支
持
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
建
築
資
材
を
運
ぶ
御
者
の
ス
ト
の
た
め
に
レ
イ
オ
フ
が
建
築
熟
練
工
の
間
に

拡
大
す
る
と
、
同
評
議
会
は
二
重
組
合
を
結
成
し
、
こ
の
御
者
組
合
を
解
散
に
追
い
込
む
こ
と
さ
え
た
め
ら
わ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ニ
オ
ソ
の
レ
　
バ
　
コ
バ
ロ
テ
イ

　
さ
ら
に
、
組
織
化
を
よ
う
や
く
実
現
さ
せ
た
半
熟
練
層
を
中
心
に
し
て
結
成
さ
れ
た
統
一
労
働
党
が
、
一
九
〇
一
年
の
市
長
選
挙
に
候

補
者
を
た
て
、
政
治
へ
の
直
接
的
関
与
を
嫌
う
ビ
ジ
ネ
ス
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
に
挑
戦
し
た
時
、
建
築
職
種
評
議
会
は
統
一
労
働
党
と
鋭
く
敵
対

し
た
。
「
平
出
と
い
う
財
産
所
有
者
と
納
税
者
を
代
表
」
す
る
同
評
議
会
は
、
彼
ら
の
利
益
を
守
る
た
め
に
は
「
通
商
的
．
商
業
的
・
金
融
的
」

勢
力
と
提
携
し
、
「
安
全
で
注
意
深
い
」
候
補
者
を
支
援
す
る
、
と
い
う
反
労
働
的
決
議
を
採
択
し
た
。
同
評
議
会
の
こ
う
し
た
言
動
は
明
白
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⑳

に
資
本
の
側
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
労
働
貴
族
の
出
現
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
労
働
者
階
級
内
部
の
労
働
の
場

に
お
け
る
差
違
は
、
居
野
地
の
分
離
な
ら
び
に
生
活
の
場
に
お
け
る
ラ
イ
ブ
ス
タ
イ
ル
の
相
違
、
さ
ら
に
は
労
働
運
動
の
路
線
対
立
を
も
生
み

だ
し
て
い
っ
た
。
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
の
中
央
労
働
評
議
会
や
デ
ト
ロ
イ
ト
の
熟
練
工
・
組
舎
幹
部
と
同
様
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
大
工
や
建

築
職
種
評
議
会
の
排
他
的
で
保
守
的
な
立
場
は
、
労
働
貴
族
的
熟
練
層
の
生
活
の
社
会
的
現
実
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
ア
メ
リ
カ
労
働
者
階
級
内
部
の
格
差
と
亀
裂
が
居
住
地
域
に
反
映
さ
れ
た
。
半
・
不
熟
練
麻
が
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
に
と
り
残
さ

れ
る
一
方
、
熱
躍
層
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
と
と
も
に
Z
E
で
家
を
所
有
し
、
「
中
産
階
級
的
」
生
活
を
享
受
し
た
。
郊
外
化
と
個
人
化
さ
れ

た
形
で
労
働
者
の
間
に
拡
大
し
た
不
動
産
所
有
と
は
、
住
宅
・
土
地
問
題
が
た
と
え
ば
土
地
の
公
有
化
や
公
営
住
宅
建
設
の
要
求
と
い
う
形
を

と
っ
て
、
私
的
所
有
の
原
則
そ
の
も
の
を
問
題
に
す
る
ま
で
に
先
鋭
化
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぎ
、
労
働
者
の
少
く
と
も
一
部
を
私
有
財
産
の
原
則

　
　
　
　
　
　
㊧

に
つ
な
ぎ
と
め
た
。
労
働
の
場
か
ら
コ
応
」
分
離
さ
れ
た
生
活
の
場
に
お
け
る
、
財
産
（
不
動
産
）
所
有
の
上
に
築
か
れ
た
家
庭
生
活
な
る
も

の
は
、
財
産
所
有
老
と
し
て
の
労
働
者
に
対
し
て
、
市
民
生
活
の
無
階
級
性
と
い
う
感
覚
を
植
え
つ
け
、
労
働
の
場
で
生
じ
る
階
級
的
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
多
く
の
場
合
対
立
す
る
地
域
的
・
民
族
的
帰
属
意
識
を
醸
成
し
た
の
で
あ
る
。
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§
．
ド
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占
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δ
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）
「
や
N
お
■

　
な
お
、
一
八
六
〇
年
か
ら
九
〇
年
の
間
で
は
、
消
費
者
物
価
の
下
落
を
主
な
理

　
　
　
　
　
労
働
者
の
実
質
賃
金
は
五
〇
％
近
く
も
上
昇
し
て

　
い
睡
眠
ρ
」
ミ
怨
蕊
帖
ミ
。
｝
§
碁
ミ
玲
卜
＆
ミ
§
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§
§
ミ
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＼
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鉱
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替
≡
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9
お
o
h
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①

　
Ω
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貯
H
＆
ロ
ω
鑑
錯
〉
ヨ
。
二
。
9
㌧
、
．
旨
ミ
｝
ミ
、
魚
零
ひ
§
肘
ミ
無
。
§
￥
一

　
（
一
㊤
↓
幽
）
層
唱
」
O
…
U
9
三
Φ
『
o
ρ
。
》
ミ
■
二
）
㍗
中
落

⑤
圖
二
。
r
簿
鉾
℃
§
■
ミ
‘
や
一
ω
り
…
虻
三
2
曾
・
ミ
｛
目
ぎ
一
。
ω
き
q
㌧
O
（
℃
や

　
培
学
鳶
y
人
口
の
周
辺
部
へ
の
急
速
な
移
動
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
い
て

　
も
確
認
さ
れ
る
。
譲
9
至
言
Ω
崖
①
洋
ρ
｝
戦
‘
．
、
目
お
国
ヨ
興
σ
q
窪
8
9
二
お

　
冨
＆
o
旨
寓
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¢
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函
け
℃
プ
ニ
巴
①
ξ
げ
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夢
。
ン
α
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・
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籠
g
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℃
．
δ
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参
照
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⑥
目
的
Φ
♂
簿
暫
ご
§
’
ミ
ご
7
一
島
曝

　
　
な
お
、
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
新
築
の
家
の
平
均
摘
格
は
、
一
八
七
五
年
か
ら
の

　
一
〇
年
間
で
は
平
均
家
族
年
収
九
五
〇
ド
ル
の
二
倍
弱
で
あ
る
一
八
○
○
ド
ル
で

　
あ
り
、
八
五
年
か
ら
九
入
年
ま
で
で
は
平
均
家
族
年
収
九
〇
一
ド
ル
の
二
・
七
倍

　
で
あ
る
二
五
〇
〇
ド
ル
、
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
鰯
年
ま
で
で
は
年
収
一
三
〇
〇
ド

　
ル
の
三
倍
弱
で
あ
る
三
五
〇
〇
ド
ル
で
あ
っ
た
。
　
O
◎
セ
母
欝
㌧
．
、
ω
環
σ
霞
σ
睾
憎

　
瞬
騨
こ
0
7
鵠
。
臼
①
o
乏
ロ
賃
ω
三
》
　
黛
こ
　
≦
g
一
ハ
営
σ
q
　
Ω
霧
。
。
　
O
o
p
ω
9
0
蕊
肖
δ
ω
ρ
．
”

　
ロ
コ
℃
ロ
σ
試
ω
ヴ
。
創
勺
掌
∪
．
象
。
。
。
・
・
㌔
q
a
く
●
o
h
鼠
器
。
。
帥
0
7
話
⑦
暮
。
。
」
6
器
、
や
O
鈴

⑦
匿
号
ご
雲
鉾
℃
愚
●
ミ
．
℃
勺
．
8
α
●

⑧
≦
ρ
ヨ
①
さ
騎
ミ
§
ミ
9
§
ミ
9
℃
℃
■
①
9
旨
S

⑨
智
菊
．
9
Φ
窪
騨
鼠
罫
ρ
U
o
3
ぎ
ρ
ぎ
箕
§
．
物
鞘
§
、
ぎ
、
物
㌧
嵐
ト
さ
9
、

　
ミ
無
。
曙
（
一
㊤
刈
O
）
、
℃
℃
．
O
Q
。
占
刈
㌧
①
？
①
メ

⑩
諸
母
σ
q
霞
簿
ω
．
竃
㊤
房
ダ
、
．
目
7
。
H
ヨ
醤
g
。
剛
江
δ
ヨ
9
二
内
。
け
ω
寝
8
陣
、
田
．

　
o
⇒
壌
。
『
二
6
『
コ
二
二
け
コ
リ
鵠
9
二
〇
ぢ
三
p
”
国
詳
く
驚
9
回
旨
①
葺
9
一
Ω
≦
ご
σ
q
㊦
9
＝
島

　
o
り
0
9
巴
↓
冨
器
h
o
『
8
拶
鉱
§
℃
汰
り
O
O
占
㊤
。
。
P
、
．
ぎ
O
昌
盛
三
四
盆
O
≡
⑦
雰
ρ
§
’

　
ミ
・
、
O
ぎ
筥
鴇
8
実
は
、
ロ
シ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
や
イ
タ
リ
ア
系
の
人
々
と
同
時

　
に
、
経
済
的
上
昇
を
と
げ
た
黒
人
も
こ
の
地
区
に
移
動
し
た
。
竃
胃
珍
に
よ
れ

　
ぽ
、
こ
の
黒
人
の
流
入
に
対
し
て
第
一
次
大
戦
前
に
は
公
然
と
し
た
強
い
反
対
は

　
な
く
、
不
寛
容
と
敵
意
が
表
面
化
し
た
大
戦
時
以
降
に
お
い
て
彼
ら
の
進
繊
を
止

　
め
る
努
力
が
な
さ
れ
た
が
、
成
功
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
黒
人
に
対
す
る
人
種

　
的
隔
離
は
こ
こ
で
も
進
行
し
た
と
い
う
。
黒
人
と
郊
外
化
の
関
係
に
つ
い
て
は
今

　
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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≦
9
冨
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．
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や
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い
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隷
1
“
q
も
参
照
。

⑰
団
α
。
一
g
ρ
r
愚
．
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汐
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誕
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勺
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曙
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固
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勺
三
ぽ
α
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勲
葺
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Φ
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ρ
一
彗
。
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夢
o
O
o
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ざ
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貯
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∪
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＜
冴
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竃
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副
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§
恥
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憶
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塁
ミ
憲
蔑
匙
§
薄
ミ
貸
（
お
『
ω
y
や
旨
Q
。
・

　
　
フ
ィ
ラ
デ
．
ル
フ
ィ
ア
の
住
宅
金
融
共
済
組
合
の
中
に
は
、
ω
｝
麗
日
お
鼻
切
口
臨
早

　
冒
α
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即
議
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o
四
コ
〉
ω
m
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o
番
謡
o
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か
U
導
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、
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o
呂
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臨
切
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餌
ロ
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嘗
．
の
0
9
①
芝
の
よ
う
に
、
．
．
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
名
を
冠
し
た
組
合
が
多
ぐ
あ
っ
た
。

　
ア
イ
．
ル
ラ
ン
ド
系
労
働
者
の
か
な
り
が
こ
れ
ら
を
利
用
し
、
．
ス
ラ
ム
か
．
ら
脱
出
し

　
た
。
ボ
ス
ト
ン
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
地
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
社
会
的
流

　
動
性
は
高
く
、
　
一
．
八
七
〇
年
ま
で
に
か
な
り
の
上
昇
を
と
げ
て
、
労
働
老
摺
の
同

　
胞
が
臼
指
す
べ
き
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
U
魯
訟
ω
．
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甲
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○
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㊧
　
き
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℃
．
駅
堅
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①
・

⑭
　
き
ミ
こ
唱
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ト
。
り
？
ω
唱
■

働
　
∪
6
蛮
勇
く
。
ざ
§
・
三
豊
℃
．
b
。
日
P
世
紀
転
換
期
に
は
、
貧
困
や
恐
慌
の
原
因

　
で
あ
る
土
地
私
有
に
反
対
し
、
土
地
を
共
有
財
産
に
す
る
た
め
に
土
地
に
対
し
て

　
の
み
課
税
す
る
こ
と
を
求
め
た
迄
。
導
》
、
O
o
o
嶺
。
ら
の
単
一
税
運
動
や
、
　
ミ
ル

　
ゥ
ォ
…
キ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
都
市
に
お
け
る
諸
…
二
〇
弓
巴
Q
α
Q
o
7

　
巴
冨
ヨ
の
動
き
が
あ
っ
た
。

三
　
労
働
者
闘
争
と
工
場
の
分
散

メトロポリスの誕生とアメリカ労働者階級（竹田）

　
階
級
に
よ
る
都
市
空
間
の
分
離
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
労
働
者
階
級
を
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
と
Z
E
と
に
分
断
し
て
い
く
と
同
時
に
、
メ

ト
ロ
ポ
リ
ス
の
特
定
の
地
域
に
労
働
者
を
集
中
さ
せ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
っ
た
。
元
来
、
都
心
部
へ
の
労
働
者
の
集
中
は
、
大
量
の
安
い

労
働
力
を
供
給
し
た
点
で
、
都
市
に
お
け
る
工
業
発
展
を
可
能
に
し
た
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
世
紀
末
に
も
な
る
と
、

こ
の
労
働
者
の
集
中
が
円
滑
な
資
本
蓄
積
へ
の
障
害
と
な
り
始
め
る
。
な
ぜ
な
ら
、
労
働
者
居
住
地
域
に
お
い
て
、
教
会
や
、
運
動
ク
ラ
ブ
、

消
防
団
、
相
互
扶
助
組
織
、
酒
揚
、
あ
る
い
は
組
合
組
織
を
基
盤
に
し
て
、
対
抗
的
な
労
働
者
階
級
文
化
が
形
成
さ
れ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
対
抗
的
労
働
者
階
級
文
化
は
、
社
会
的
上
昇
と
郊
外
で
の
持
家
の
夢
と
い
う
個
人
的
成
功
倫
理
に
対
抗
し
、
労
働
者
相
互
の
対
立
と
亀
裂

を
乗
り
こ
え
て
連
帯
を
志
向
し
、
階
級
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
下
に
労
働
者
を
結
集
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
労
働
老
の
都
心
部
へ

の
集
中
と
抵
抗
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
醸
成
と
は
、
郊
外
住
宅
地
へ
脱
出
し
た
支
配
的
エ
リ
ー
ト
に
対
し
て
不
気
味
さ
と
脅
威
を
与
え
始
め
、

彼
ら
に
と
っ
て
労
働
老
居
住
地
域
は
巨
大
な
「
未
知
の
世
界
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
熟
練
技
能
を
抵
抗
の
武
器
に
し
て
職
場
で
の

支
配
権
を
守
り
、
賃
上
げ
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
労
働
者
の
闘
い
は
資
本
の
攻
勢
を
う
け
て
激
化
し
、
一
八
八
○
年
代
後
半
か
ら
労
働
者
闘
争

が
高
揚
す
る
が
、
こ
の
闘
争
が
実
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
構
造
に
重
要
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

　
一
八
九
〇
年
代
ま
で
は
製
造
工
場
は
C
B
D
の
、
鉄
道
や
港
な
ど
に
近
い
工
場
地
帯
に
集
中
し
て
い
た
。
し
か
し
、
九
三
年
恐
慌
が
終
了
し
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た
直
後
の
九
八
年
か
ら
九
九
年
以
降
に
、
工
場
は
突
然
周
辺
部
へ
脱
出
を
開
始
し
た
。
当
時
最
大
の
一
三
の
工
業
中
心
地
の
一
二
に
お
い
て
、

九
九
年
か
ら
一
九
〇
九
年
に
か
け
て
の
製
造
業
に
お
け
る
雇
用
の
増
加
率
は
、
C
B
D
で
の
四
一
％
に
対
し
、
周
辺
部
で
は
九
八
％
と
二
倍
以

　
　
　
　
①

上
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
周
辺
部
で
工
業
地
区
や
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
ゲ
ー
リ
ー
に
代
表
さ
れ
る
衛
星
工
業
都
市
が
急
速
に
誕
生
し
て
い

　
　
　
　
②

く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
工
場
の
脱
出
の
理
由
と
し
て
、
生
産
や
流
通
の
過
度
の
密
集
状
態
が
引
き
起
す
資
本
蓄
積
へ
の
逆
機
能
的
働
き
、
具
体
的
に
は
地
価
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

騰
と
交
通
麻
痺
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
労
働
者
闘
争
の
高
揚
も
そ
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
工
場
経
営
者
は
特
に
、
闘
争
の

戦
闘
的
高
ま
り
が
従
業
員
の
間
へ
伝
播
す
る
の
を
憂
慮
し
て
い
た
。
当
時
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
周
辺
で
誕
生
し
た
衛
星
工
業
都
市
を
調
査
し
て
い

た
テ
イ
ラ
ー
に
対
し
て
、
路
面
電
車
の
激
し
い
ス
ト
ラ
イ
キ
を
経
験
し
た
あ
る
都
市
の
工
場
長
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
労
働
者
が
工
場
の
横
を
行
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
イ
　
バ
じ

す
る
度
に
、
従
業
員
の
間
に
熱
情
が
広
が
る
と
嘆
い
た
。
彼
は
、
も
し
工
場
が
郊
外
へ
移
さ
れ
る
な
ら
、
労
働
者
は
そ
れ
程
ひ
ん
ぱ
ん
に
そ
う

い
う
熱
情
に
感
染
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
た
。
企
業
家
た
ち
に
よ
っ
て
「
衛
星
工
業
都
市
は
、
慢
性
的
『
ト
ラ
ブ
ル
』
の
治
療
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
一
種
の
隔
離
病
院
と
し
て
期
待
さ
れ
」
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
〇
〇
年
か
ら
〇
二
年
に
開
か
れ
た
合
衆
国
議
会
産
業
委
員
会
で
の
証
言
の
中
に
も
、
同
じ
嘆
き
が
き
か
れ
る
。
シ
カ
ゴ
の
あ
る
経
営
者

は
、
も
し
設
備
投
資
の
額
が
大
き
く
な
け
れ
ぼ
、
多
く
の
企
業
が
「
こ
こ
で
起
っ
て
い
る
労
使
紛
争
を
理
由
に
し
て
、
す
ぐ
に
で
も
シ
カ
ゴ
を

離
れ
る
で
し
ょ
う
。
…
…
事
実
、
シ
カ
ゴ
で
は
過
去
二
ヵ
月
の
問
に
、
こ
の
地
で
操
業
し
て
い
た
非
常
に
大
き
な
企
業
の
い
く
つ
か
が
出
て
行

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。
別
の
請
負
会
社
社
長
も
、
こ
こ
数
年
間
シ
カ
ゴ
で
起
っ
て
い
る
労
使
紛
争
や
ス
ト
ラ
イ
キ
の
た
め
に
外
部

か
ら
の
資
本
投
資
が
行
わ
れ
ず
、
ま
た
従
業
員
が
紛
争
や
ス
ト
に
関
わ
る
こ
と
を
恐
れ
て
工
場
所
有
者
は
シ
カ
ゴ
を
離
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、

そ
の
結
果
シ
カ
ゴ
周
辺
の
「
規
模
の
よ
り
小
さ
な
町
が
こ
れ
ら
の
製
造
工
場
を
受
入
れ
て
い
ま
す
」
と
証
言
し
た
。
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

調
停
・
仲
裁
局
長
は
、
「
人
口
の
大
変
集
中
し
た
地
域
か
ら
離
れ
て
孤
立
し
て
い
る
工
場
で
は
、
都
心
部
に
お
い
て
よ
り
も
組
合
に
組
織
さ
れ

る
こ
と
は
少
な
い
と
言
え
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
、
「
は
い
、
そ
の
通
り
」
と
答
え
た
。
ま
た
、
「
あ
な
た
の
州
で
、
組
合
の
組
織
化
を
逃
れ
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る
た
め
に
、
工
場
を
孤
立
さ
せ
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
同
局
長
は
「
そ
の
よ
う
な
目
的
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

っ
て
工
場
は
立
地
さ
れ
て
お
り
ま
す
」
と
返
答
し
た
。

　
工
場
が
周
辺
部
に
立
地
さ
れ
る
と
、
そ
の
工
場
で
働
く
労
働
者
の
住
居
は
大
体
徒
歩
で
通
勤
可
能
な
範
囲
内
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ケ
…
ス
を
検
討
し
た
グ
リ
…
ン
バ
ー
グ
に
よ
れ
ば
、
中
心
か
ら
四
マ
イ
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
完
成
し
た
新
工
場
は
生
産
技

術
が
高
度
な
資
本
集
約
的
産
業
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
工
場
近
く
に
居
住
し
た
労
働
者
は
主
に
、
こ
の
種
の
工
場
が
必
要
と
す
る

熱
練
技
能
を
も
っ
て
お
り
、
新
来
移
民
や
黒
人
よ
り
は
む
し
ろ
旧
移
民
で
あ
り
、
そ
の
約
半
数
が
都
市
部
の
も
の
よ
り
新
し
く
て
質
の
高
い
家

　
　
　
　
　
　
⑥

を
所
有
し
て
い
た
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
に
よ
れ
ば
、
工
場
経
営
者
は
、
郊
外
へ
移
る
際
に
、
技
能
を
習
得
し
た
労
働
者
を
一
緒
に
連
れ
て
い

き
・
土
地
や
家
を
提
供
し
㌻
・
。
ー
ン
を
与
え
た
り
し
た
と
℃
物
・
周
辺
部
の
霧
導
撞
ん
だ
労
働
嚢
主
に
熱
練
工
で
あ
・
た
三

般
化
す
る
に
は
ま
だ
証
拠
が
不
十
分
だ
が
、
と
も
か
く
彼
ら
は
、
労
働
と
余
暇
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
統
合
し
た
労
働
者
階
級
文
化
の
栄
え
る
都

心
部
か
ら
離
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
就
職
の
情
報
を
教
え
合
っ
た
り
、
労
働
条
件
を
比
較
し
た
り
、
社
会
活
動
を
共
に
す
る
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
工
場
の
仲
間
や
組
合
オ
ル
グ
と
の
接
触
は
少
な
く
な
り
、
階
級
的
連
帯
へ
と
向
か
う
絆
は
断
ち
切
ら
れ
、
組
織
化
は
進
展
し
に
く
く
な
る
。

　
た
と
え
ぼ
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
フ
ォ
ー
ル
リ
バ
ー
で
は
、
一
九
世
紀
末
に
中
心
か
ら
遠
く
離
れ
て
綿
織
物
な
ど
の
大
工
場
が
い
く
つ
か

の
地
域
に
建
て
ら
れ
、
そ
の
周
辺
に
労
働
者
住
宅
の
集
落
が
形
成
さ
れ
た
。
都
心
ま
で
の
遠
い
距
離
と
、
長
時
間
労
働
、
極
度
の
疲
労
を
も
た

ら
す
労
働
条
件
の
た
め
に
、
周
辺
部
の
労
働
者
が
組
合
事
務
所
な
ど
の
あ
る
都
心
ま
で
出
か
け
て
、
都
心
近
く
の
仲
間
と
共
に
諸
活
動
に
参
加

し
、
労
働
者
ク
ラ
ブ
や
酒
場
で
交
流
を
保
つ
こ
と
は
困
難
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
各
々
の
近
隣
に
留
ま
り
、
近
隣
の
住
民
と
の
み
付
き
合
っ
た
。

そ
の
た
め
、
ス
ト
ラ
イ
キ
等
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
時
に
、
最
後
に
参
加
し
最
初
に
脱
落
す
る
の
は
、
周
辺
部
の
労
働
者
で
あ
っ
た
。
組
合
活
動

家
の
問
で
は
、
遠
く
に
住
む
労
働
者
を
い
か
に
し
て
運
動
に
参
加
さ
せ
、
積
極
的
に
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
議
論
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
。

　
そ
う
い
う
中
で
、
一
八
八
○
年
代
後
半
か
ら
移
住
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
に
続
い
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
系
と
ポ
…
ラ
ン
ド
系
移
民
も

流
入
し
て
、
以
前
か
ら
の
住
民
で
、
熟
練
層
を
形
成
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
系
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
人
口
に
加
わ
り
、
フ
ォ
ー
ル
リ
バ
ー
の
民
族
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構
成
は
多
様
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
分
散
し
て
い
た
労
働
者
集
落
は
そ
れ
ぞ
れ
、
あ
る
特
定
の
民
族
グ
ル
ー
プ
が
優
勢
な
自
己
充
足
的
地
域

と
し
て
発
展
し
、
相
互
の
孤
立
と
分
断
が
深
ま
っ
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
系
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
中
心
の
労
働
組
合
運
動
は
、
資
本
と
の
厳
し

い
闘
争
の
中
で
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
を
統
合
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
〇
四
年
－
〇
五
年
の
織
物
工
業
の
不
況

に
直
面
し
た
資
本
に
よ
る
労
働
強
化
の
圧
力
と
新
来
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
系
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
移
民
か
ら
の
脅
威
と
を
う
け
て
、
組
合
運
動
は
産
業

別
組
合
主
義
的
柔
軟
路
線
か
ら
、
熟
練
工
の
利
益
の
み
を
守
ろ
う
と
す
る
職
能
別
組
合
主
義
へ
と
後
退
し
て
し
ま
い
、
新
来
の
不
熟
練
移
民
は

怠
り
捨
て
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
フ
ォ
ー
ル
リ
バ
ー
に
お
け
る
労
働
老
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
居
住
地
の
分
散
が
も
た
ら
す
相
互
交
流
の
欠
如
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
よ
る
分
断
の
圧
力
を
う
け
て
、
ア
ト
ム
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
世
紀
的
な
一
極
集
中
型
工
業
都
市
の
構
造
が
、
二
〇
世
紀
的
な
分
散
型
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
構
造
へ
と
転
換
す
る
た
め
に
は
、
中
間
層
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

上
の
住
民
の
郊
外
へ
の
脱
出
と
と
も
に
、
工
業
生
産
部
門
と
流
通
部
門
の
C
B
D
か
ら
周
辺
部
へ
の
分
散
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
周
辺
部
で
操
業
し
た
工
場
は
主
に
、
資
本
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
約
的
製
造
業
に
属
す
る
大
工
場
で
あ
っ
た
。
い
く
つ
も
の
巨
大
な
機
械
設
備
を

生
産
工
程
の
流
れ
に
沿
っ
て
効
率
的
に
配
置
す
る
た
め
に
は
、
広
い
面
積
の
土
地
が
必
要
で
あ
り
、
狭
く
、
過
密
化
し
、
土
地
価
格
が
高
い
都

心
部
は
以
上
の
タ
イ
プ
の
工
場
に
は
も
は
や
適
さ
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
以
前
は
生
産
部
門
と
同
じ
建
物
内
に
お
か
れ
て
い
た
管
理
部
門
は
、
企
業
の
巨
大
化
に
伴
っ
て
肥
大
化
し
て
生
産
部
門
よ
り
分
離
さ

れ
、
銀
行
や
保
険
会
社
等
の
関
連
業
種
が
集
ま
る
C
B
D
に
お
か
れ
た
。
こ
の
部
門
で
働
く
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
は
、
C
B
D
の
地
価
高
騰
の

産
物
で
あ
り
、
こ
の
時
代
の
象
徴
的
建
造
物
で
あ
る
摩
天
楼
の
オ
フ
ィ
ス
で
労
働
し
、
路
面
電
車
を
利
用
し
て
郊
外
の
わ
が
家
へ
帰
っ
て
行
く
。

こ
う
し
て
、
周
辺
部
の
工
場
は
、
C
B
D
内
の
管
理
部
門
に
よ
っ
て
統
括
・
管
理
さ
れ
る
と
と
も
に
、
都
心
部
の
労
働
者
階
級
が
与
え
る
敵
対

的
影
響
か
ら
隔
離
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

①
　
U
」
Ω
o
a
8
§
．
ミ
↓
や
戯
ご
O
硫
巴
μ
ρ
ヨ
塑
場
㊤
覧
。
さ
砺
ミ
ミ
謀

議
9
裂
亀
螢
N
｝
§
誤
ミ
ミ
い
画
§
ミ
騨
（
直
り
一
q
㌧
　
一
り
圃
O
）
悔
℃
℃
●
q
よ
冒

○
帖
職
塁
㍉

②
他
の
例
と
し
て
、
シ
カ
ゴ
周
辺
の
O
ぼ
＄
σ
q
o
類
鉱
σ
q
げ
β
鶏
拶
日
ヨ
o
o
門
口
ρ
鴇

O
註
。
㊤
σ
q
P
ン
層
α
q
ρ
セ
ン
ト
ル
イ
ス
で
は
国
騨
9
し
Q
嘗
ピ
。
ξ
ρ
乏
。
に
段
。
＝
”
フ
ィ
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ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
は
9
6
馨
。
さ
劉
。
鼠
ω
8
毛
嵩
覧
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
で
は
客
。
≧
o
o
鼻

　
0
9
包
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鴫
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お
、
O
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目
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ら
当
時
の
指
導
的
都
市
問
題
専
門
家
は
、
工
場
の
郊
外
へ
の
分
散
、
す
な
わ
ち
雇

　
用
機
会
の
分
散
を
、
都
心
部
で
の
密
集
や
害
悪
に
終
止
符
を
打
つ
最
善
の
手
段
と

　
み
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し
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い
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。
芝
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潤
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降
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＆
O
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お
お
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g
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讐
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吋
。
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刈
占
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一
九
〇
〇
年
の

　
フ
ォ
ー
ル
リ
バ
ー
の
人
口
は
約
一
一
万
で
あ
る
。

⑩
≦
昌
（
⑦
ぴ
．
．
目
同
。
ω
魯
謹
σ
導
。
。
。
冴
賦
竃
悔
、
、
署
．
嶺
。
。
占
伊
宥
O
も
ド

　
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
成
立
過
程
と
秩
序
形
成
と
が
、
労
働
者
階
級
の
存
在
様
式
な
ら
び
に
階
級
意
識
形
成
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
検
討
す
る

時
、
都
市
政
治
と
の
関
係
を
や
は
り
無
視
で
き
な
い
。
労
働
者
の
都
市
へ
の
集
中
と
労
働
者
居
住
地
域
の
拡
大
が
、
都
市
政
治
に
対
す
る
労
働

者
の
影
響
力
を
少
な
く
と
も
潜
在
的
に
高
め
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
ず
指
摘
し
た
い
の
は
、
労
働
と
生
活
の
場
に
お
け
る
組
織
原
理
の
違
い
で
あ
る
。
産
業
資
本
主
義
の
発
展
は
、
第
一
章
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、

労
働
過
程
の
再
編
成
と
工
場
剃
度
の
成
立
を
通
じ
て
、
労
働
の
場
と
生
活
の
場
を
分
離
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
労
働
老
の
闘
争
が
、
表
面
上
は

別
箇
の
も
の
で
あ
る
か
に
み
え
る
二
つ
の
闘
い
に
分
離
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
つ
は
、
労
働
の
場
に
お
け
る
、
賃
金
や
労
働
条
件
を
め

ぐ
る
闘
い
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
生
活
の
場
に
お
け
る
、
商
業
資
本
や
家
主
に
対
し
て
の
生
活
の
コ
ス
ト
と
条
件
を
め
ぐ
る
闘
い
で
あ
る
。

こ
の
労
働
と
生
活
の
分
離
は
資
本
主
義
制
度
が
押
し
つ
け
る
い
わ
ば
人
為
的
な
分
離
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
改
革
者
は
労
働
と
生
活
、
生
産
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①

と
消
費
の
関
連
を
拒
否
し
て
、
後
者
を
個
人
的
領
域
に
属
す
る
も
の
と
し
、
生
活
の
場
に
お
け
る
階
級
の
問
題
の
存
在
を
極
力
否
定
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
実
は
ア
メ
リ
カ
労
働
者
階
級
自
身
も
こ
の
分
離
を
大
筋
に
お
い
て
受
入
れ
、
労
働
と
生
活
の
場
に
お
け
る
闘
い
を
階
級
的
原
則

の
下
で
統
一
さ
せ
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
カ
ッ
ッ
ネ
ル
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
労
働
者
階
級
は
自
ら
を
労
働
の
場
で
は
労
働
者
と
み
な
し
た
も
の
の
、
生
活
の
場
で
は
エ
ス
ニ
ヅ

ク
ス
と
規
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
仕
事
に
お
い
て
は
、
関
心
が
政
党
と
つ
な
が
り
の
な
い
労
働
組
合
の
構
築
と
労
働
条
件
の
改
善
と
に
狭
く
限

定
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
労
働
者
は
と
も
か
く
階
級
意
識
的
で
あ
っ
た
が
、
仕
事
を
離
れ
れ
ば
、
教
会
や
政
党
組
織
な
ど
を
基
盤
に
し
た
民

族
的
・
地
域
的
帰
属
が
支
配
的
と
な
っ
た
。
要
す
る
に
、
ア
メ
リ
カ
労
働
者
は
、
労
働
の
場
に
お
い
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
、
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
場
に
お
い
て
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ポ
リ
テ
ィ
ヅ
ク
ス
あ
る
い
は
マ
シ
ー
ン
政
治
と
い
う
異
な
っ
た
組
織
原
理
で
引
き
裂
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ア
メ
リ
カ
的
特
徴
が
生
ま
れ
た
理
由
と
し
て
、
カ
ッ
ツ
ネ
ル
ソ
ン
は
次
の
二
点
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
合
衆
国
で
は
、
英
仏
と
比
較

す
る
と
裁
判
所
が
労
働
組
合
に
寛
容
で
あ
り
、
職
場
の
不
満
が
職
場
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
パ

ン
と
バ
タ
ー
の
問
題
を
ス
ト
ラ
イ
キ
の
よ
う
な
非
政
治
的
手
段
で
解
決
し
よ
う
と
し
た
職
能
別
意
舎
が
労
働
運
動
の
主
流
と
な
っ
た
。
次
に
、

ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
諸
国
と
異
な
っ
て
、
白
人
成
人
男
子
に
早
く
か
ら
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
た
結
果
、
合
衆
国
の
白
人
労
働
者
は
市
民
と
し
て
政
治
参

加
し
、
階
級
的
観
点
か
ら
政
治
を
捉
え
な
か
っ
た
。
政
治
的
編
成
は
専
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
基
礎
を
お
き
、
労
働
組
合
と
の
直
接
的
な
組
織
的

つ
な
が
り
を
も
た
な
か
っ
た
。
政
治
は
、
労
資
の
階
級
的
対
立
の
政
治
で
は
な
く
、
民
族
的
・
地
域
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
相
互
の
競
争
の
政
治
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
工
業
化
に
よ
っ
て
そ
の
状
況
が
悪
化
し
た
ア
メ
リ
カ
生
れ
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
職
人
労
働
者
は
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
出
身
の
カ
ト
リ
ヅ
ク
移
民
を
産
業
資
本
主
義
勃
興
の
シ
ン
ボ
ル
（
ま
た
は
原
因
）
と
し
て
敵
視
し
、
新
し
い
生
産
体
制
と
秩
序
へ
の
抵
抗

を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
居
住
地
の
拡
大
反
対
と
い
う
形
で
表
現
し
た
。
こ
う
し
た
民
族
的
・
宗
教
的
抗
争
は
地
域
的
帰
属
意
識
と
地
域
内
の
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

会
を
は
じ
め
と
す
る
制
度
や
組
織
の
重
要
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
政
党
の
組
織
的
基
盤
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
労
働
者
階
級
が
ビ
ジ
ネ
ス
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
と
マ
シ
ー
ン
政
治
と
い
う
別
々
の
原
理
で
引
き
裂
か
れ
た
と
い
う
議
論
を
少
し
忍
術
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メトロポリスの誕生とアメリカ労働者階級（竹田）

し
て
み
よ
う
。
労
働
の
場
に
お
い
て
は
、
一
九
世
紀
の
末
か
ら
労
働
者
以
外
の
階
級
を
排
除
し
た
と
い
う
点
で
は
階
級
的
で
あ
る
が
、
半
・
不

熟
練
層
を
も
排
除
し
、
熟
練
工
の
利
益
を
主
に
追
求
す
る
点
で
は
非
革
命
的
で
経
済
主
義
的
な
運
動
が
、
職
能
別
組
合
を
結
集
し
た
A
F
L
を

中
心
に
し
て
展
開
さ
れ
て
い
く
。

　
他
方
、
生
活
の
場
に
お
い
て
は
、
労
働
考
は
政
治
マ
シ
ー
ン
の
中
に
中
産
階
級
や
エ
リ
ー
ト
と
と
も
に
統
合
さ
れ
て
、
階
級
で
は
な
く
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
に
し
て
政
治
参
加
し
、
公
職
や
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
分
配
を
争
う
。
政
治
マ
シ
ー
ン
は
非
公
式
の
福
祉
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
チ
メ
ン
ツ

度
や
、
補
助
金
な
ら
び
に
公
職
任
命
権
、
移
民
の
政
治
的
権
利
擁
護
な
ど
を
通
じ
て
労
働
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
漠
然
と
し
た
「
階
級
的
感
　
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
、
よ
り
明
確
に
階
級
を
基
盤
と
す
る
政
治
意
識
へ
と
昇
華
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
現
存
の
党
派
的
忠
誠
と
同
一
化
す
る
。
」
換
言
す
れ
ば
、

マ
シ
ー
ン
政
治
は
労
働
者
の
い
く
つ
か
の
要
求
に
応
え
は
し
た
け
れ
ど
も
、
「
階
級
意
識
的
な
や
り
方
」
で
応
え
た
の
で
は
な
く
、
「
階
級
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
砕
い
て
コ
ミ
ュ
鴇
一
テ
ィ
意
識
に
か
え
」
た
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
職
能
別
組
合
と
政
治
マ
シ
ー
ン
だ
け
が
一
九
世
紀
後
期
に
お
い
て
労
働
者
を
結
集
し
た
組
織
で
は
な
い
し
、
労
働
条
件
改
善
と

二
大
政
党
を
通
じ
て
の
公
職
任
命
や
サ
ー
ビ
ス
だ
け
が
彼
ら
の
要
求
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
協
同
組
合
、
不
熱
練
層
の
組
織
化
や
、

独
立
の
政
治
行
動
、
労
農
同
盟
に
よ
る
政
治
闘
争
な
ど
の
他
の
選
択
肢
は
次
か
ら
次
へ
と
破
産
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
労
働
者
の
諸
要
求

を
吸
収
す
る
も
の
と
し
て
、
職
能
別
組
合
と
政
治
マ
シ
ー
ン
が
一
八
八
○
年
代
と
九
〇
年
代
に
制
度
化
さ
れ
て
い
き
、
階
級
闘
争
を
分
断
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

封
じ
込
め
て
し
ま
う
合
衆
国
独
得
の
方
式
が
確
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
ボ
ス
ト
ン
を
例
に
と
ろ
う
。
こ
の
地
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
労
働
者
は
民
主
党
に
忠
誠
を
誓
っ
て
お
り
、
民
主
党
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
政
治
ボ

ス
は
、
労
働
者
住
民
へ
の
細
か
な
日
常
的
サ
ー
ビ
ス
と
、
自
ら
が
示
し
た
社
会
的
上
昇
に
よ
っ
て
権
力
と
権
威
を
保
持
し
た
。

　
ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
労
働
者
は
労
働
騎
士
団
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
改
革
主
義
よ
り
も
A
F
L
の
保
守
的
ビ
ジ
ネ
ス
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
を
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ニ
オ
ソ
コ
レ
　
バ
じ
ロ
バ
　
テ
イ

低
し
て
い
く
が
、
そ
の
転
回
点
と
な
っ
た
の
が
一
八
八
六
年
で
あ
る
。
同
年
、
騎
士
団
と
統
一
労
働
党
の
支
持
を
う
け
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ

ク
ネ
イ
ル
（
0
8
諮
①
窯
。
累
Φ
農
）
が
ボ
ス
ト
ン
市
長
選
挙
に
挑
ん
だ
。
し
か
し
、
二
年
前
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
カ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
は
初
め
て
市
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長
に
選
出
さ
れ
て
い
た
現
職
の
ヒ
ュ
ー
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
（
響
σ
・
げ
○
、
b
ご
券
・
）
の
前
に
マ
ク
ネ
イ
ル
は
敗
退
し
た
。
労
働
統
一
戦
線
を
組
も
う
と

し
た
マ
ク
ネ
イ
ル
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
労
働
者
と
民
主
党
の
紐
帯
を
断
ち
切
る
こ
と
に
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
同
志
で
騎
士
団
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ク
・
フ
ォ
ス
タ
ー
（
司
H
恥
昌
開
　
鴨
O
ω
け
Φ
増
）
は
衰
退
し
て
い
く
騎
士
団
を
見
限
っ
て
、
A
F
L
結
成
に
カ
を
貸
し
、
ボ
ス
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
労
働
運
動
を
指
溝
し
て
い
く
。

　
一
八
九
三
年
恐
慌
時
の
ボ
ス
ト
ン
で
は
、
失
業
者
や
社
会
主
義
者
の
運
動
が
活
発
化
し
、
民
主
党
支
持
の
労
働
者
も
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
や
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
レ
ク
テ
イ
ブ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
関
心
を
寄
せ
始
め
た
。
A
F
L
内
で
も
、
「
あ
ら
ゆ
る
生
産
及
び
分
配
手
段
の
人
民
に
よ
る
集
産
的
所
有
」
を
要
求
し
た
『
政

治
綱
領
』
を
支
持
す
る
勢
力
が
か
な
り
の
力
を
え
た
し
、
ボ
ス
ト
ン
の
近
く
の
ハ
ヴ
ァ
ヒ
ル
と
ブ
ロ
ッ
ク
ト
ン
で
は
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
産
業
別

組
織
、
長
・
短
靴
工
組
合
が
社
会
主
義
者
を
市
長
に
当
選
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
不
安
定
な
状
況
下
で
、
フ
ォ
ス
タ
ー
は
、
ボ
ス
ト
ン

セ
ソ
ト
ラ
ル
ロ
レ
　
パ
ヒ
　
ユ
ニ
オ
ン

中
央
組
合
連
舎
と
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
労
働
連
盟
に
お
い
て
『
政
治
綱
領
』
支
持
派
を
敗
北
さ
せ
、
A
F
L
の
社
会
主
義
路
線
拒
否
を
明

　
　
　
⑨

確
に
し
た
。

　
他
方
、
賃
金
で
八
重
ド
ル
相
当
の
市
の
仕
事
を
支
配
す
る
ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ド
の
政
治
ボ
ス
、
マ
ー
チ
ィ
ン
・
ロ
マ
ス
ニ
ィ
（
諸
霞
ゆ
貯
ぴ
。
ヨ
舘
器
《
）

を
は
じ
め
と
す
る
民
主
党
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
ボ
ス
達
は
、
恐
慌
下
で
苦
し
む
労
働
者
に
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
。
ま
た
、
九
六
年
か

ら
九
九
年
ま
で
市
長
を
務
め
た
民
主
党
の
ジ
ョ
シ
ア
・
ク
イ
ン
シ
ー
（
日
g
岡
践
ρ
ロ
営
馨
）
は
、
市
の
仕
事
が
最
も
安
い
賃
金
を
支
払
う
請
負
業

者
に
委
託
さ
れ
る
た
め
に
組
合
の
怒
り
を
か
っ
て
い
た
契
約
シ
ス
テ
ム
を
廃
止
し
て
、
布
が
組
舎
労
働
者
を
直
接
雇
用
す
る
制
度
を
導
入
し
た

り
、
公
共
事
業
部
を
拡
大
し
て
仕
事
を
組
合
員
に
ま
わ
し
た
。
さ
ら
に
、
ク
イ
ン
シ
ー
は
遊
休
の
印
刷
工
場
を
買
上
げ
て
市
の
所
有
と
し
、
組

合
員
の
印
乱
言
を
雇
用
し
、
有
給
休
暇
や
八
時
間
労
働
な
ど
当
時
で
は
最
高
の
条
件
を
保
証
し
て
、
労
働
組
合
に
大
き
な
配
慮
を
示
し
た
。
以

上
の
よ
う
な
民
主
党
の
対
応
が
労
働
老
を
民
主
党
に
つ
な
ぎ
留
め
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ボ
ス
ト
ン
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
政
治
ボ

ス
が
公
職
任
命
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
て
労
働
者
を
民
主
党
の
下
に
結
集
し
、
親
労
働
的
民
主
党
に
対
し
て
A
F
L
組
合
も
支
持
を

与
え
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
な
か
っ
た
。
民
主
党
と
A
F
L
は
い
わ
ば
二
人
三
脚
の
形
で
、
ボ
ス
ト
ン
の
労
働
者
を
民
族
意
識
と
仕
事
・
賃
金
意
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識
へ
方
向
づ
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
労
働
老
階
級
は
労
働
と
生
活
の
場
に
お
け
る
語
い
を
、
階
級
的
原
則
の
下
で
、
統
一
さ
せ
な
か
っ
た
。
労
働
者

に
公
職
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
政
治
権
力
へ
の
接
近
を
許
す
政
治
マ
シ
ー
ン
は
「
奴
ら
」
で
は
な
く
「
我
々
」
で
あ
っ
た
。
政
治
を
階
級
の

視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
階
級
的
視
点
は
労
働
の
場
に
限
定
さ
れ
た
。
し
か
も
、
労
働
の
場
に
限
定
さ
れ
た
階
級
意
識
と
は
、

ア
メ
リ
カ
労
働
運
動
の
主
流
に
お
い
て
は
、
保
守
的
な
仕
事
・
賃
金
意
識
以
上
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
次
に
、
労
働
史
と
都
市
史
の
架
橋
と
い
う
観
点
か
ら
都
市
政
治
を
考
察
す
る
時
、
集
権
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
取
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ヘ
イ
ズ
に
よ
れ
ば
、
「
歩
き
回
れ
る
都
市
」
に
お
い
て
は
、
人
は
他
者
の
目
を
無
視
し
、
他
者
の
承
認
な
い
し
非
難
か
ら
免
れ
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
支
配
的
エ
リ
ー
ト
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
に
対
し
て
許
容
し
う
る
パ
タ
ー
ン
を
設
定
し
維
持
し
て
い
た
。
こ
の
段

階
で
は
ま
だ
明
確
に
「
社
会
的
差
違
が
地
理
的
区
別
と
し
て
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
中
・
下
層
階
級
の
人
々
は
、
そ
の
政
治
的
見
解
を
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

果
的
に
展
開
し
表
現
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
困
難
で
あ
っ
た
。
」
そ
れ
ゆ
え
、
支
配
的
エ
リ
ー
ト
が
市
全
体
を
単
位
と
す
る
選
挙
に
お
い
て
議

員
に
選
出
さ
れ
、
政
治
権
力
を
掌
握
し
て
い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
都
市
化
と
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
形
成
の
過
程
で
社
会
的
差
違
が
地
域
的
特
徴
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
と
、
階
級
や
エ
ス
ニ
シ
テ

ィ
の
点
で
、
独
自
の
特
色
を
有
す
る
各
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
自
ら
の
代
表
を
も
つ
こ
と
を
要
求
し
、
市
単
位
代
議
制
に
か
わ
っ
て
ウ
ォ
ー
ド

（
芝
ρ
a
区
）
制
が
遵
入
さ
れ
た
。
ク
レ
ッ
プ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
変
更
は
、
「
地
域
共
同
体
と
い
う
古
い
感
覚
が
失
わ
れ
て
、
確
認
可
能
な
、

別
箇
の
、
時
に
は
対
立
す
る
利
害
関
係
が
出
現
し
、
都
市
の
経
済
的
・
空
間
的
変
質
の
進
行
に
伴
っ
て
地
域
的
特
殊
性
を
お
び
る
よ
う
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

た
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
」
ウ
ォ
ー
ド
単
位
で
選
出
さ
れ
る
市
会
議
員
あ
る
い
は
教
育
委
員
は
、
各
自
の
ウ
ォ
ー
ド
を
代
表
し
、

分
権
化
が
進
行
す
る
。
そ
し
て
、
都
市
が
膨
脹
し
郊
外
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
中
・
下
層
階
級
が
居
住
す
る
ウ
ォ
ー
ド
の
数
は
増
加
し
、
こ
の

層
か
ら
選
出
さ
れ
る
議
員
ら
が
増
え
る
。
こ
う
し
て
、
た
と
え
ば
一
九
〇
〇
年
の
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
に
お
い
て
は
、
「
典
型
的
な
ウ
ォ
ー
ド
選
出

の
市
会
議
員
は
、
中
小
実
業
家
i
小
売
商
人
、
葬
儀
屋
、
不
動
産
業
者
、
地
域
銀
行
頭
取
な
ど
一
か
、
ク
ラ
ー
ク
や
熟
練
工
か
、
不
熟
練
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⑫

労
働
者
」
で
あ
り
、
労
働
者
階
級
も
政
治
的
発
言
力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

r
こ
の
た
め
、
下
層
の
者
に
も
政
治
的
発
言
権
を
許
す
よ
う
な
ウ
ォ
ー
ド
制
を
破
棄
し
、
政
策
決
定
の
集
権
化
を
行
な
い
、
自
ら
に
望
ま
し
い

公
共
政
策
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
支
配
的
エ
リ
ー
ト
の
巻
き
返
し
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
革
新
主
義
的
改
革
者
は
政
治
マ
シ
ー
ン
を
痛

烈
に
攻
撃
し
た
が
、
そ
れ
は
、
以
前
の
支
配
的
エ
リ
ー
ト
に
か
わ
っ
て
権
力
を
掌
握
し
た
ボ
ス
と
そ
の
マ
シ
ー
ン
が
、
特
に
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ

の
ウ
ォ
ー
ド
内
の
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
低
・
中
所
三
層
の
要
求
を
市
政
治
へ
反
映
さ
せ
る
媒
体
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
改
革
者
は
、
マ
シ

ー
ン
と
ボ
ス
政
治
反
対
を
通
じ
て
、
分
権
的
ウ
ォ
ー
ド
制
そ
の
も
の
と
そ
の
背
後
に
あ
る
中
・
下
層
階
級
の
政
治
的
影
響
力
と
に
攻
撃
を
加
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
の
で
あ
り
、
市
の
政
策
決
定
者
の
階
級
的
出
自
を
か
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
政
治
マ
シ
ー
ン
が
労
働
者
の
票
を
支
配
し
よ
う
と
し
た

の
に
対
し
、
革
新
主
義
的
改
革
者
は
労
働
者
の
政
治
権
力
を
縮
小
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
方
策
が
、
専
門
化
で
あ
り
、
市

長
の
権
限
強
化
や
議
員
定
数
の
削
減
で
あ
り
、
選
出
で
は
な
く
任
命
に
よ
る
人
事
や
、
市
単
位
代
議
制
、
中
小
都
市
に
お
け
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

制
と
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
制
で
あ
っ
た
。

　
な
か
で
も
、
ウ
ォ
ー
ド
制
か
ら
市
単
位
代
議
制
へ
の
移
行
に
よ
る
集
権
化
は
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ウ
ォ
ー
ド
制
下
の
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で

は
、
市
議
会
と
教
育
委
員
会
の
三
八
七
名
の
メ
ン
バ
ー
の
中
で
、
わ
ず
か
に
二
四
％
が
エ
リ
ー
ト
層
を
代
表
し
て
お
り
、
雑
貨
屋
を
は
じ
め
、

酒
場
や
薬
局
の
主
人
、
ク
ラ
ー
ク
や
簿
記
係
、
そ
し
て
熟
練
・
不
熟
練
労
働
老
が
七
〇
％
近
く
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
＝
年
の
改

革
の
結
果
、
議
員
定
数
は
こ
七
か
ら
九
に
減
り
、
市
全
体
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
各
ウ
ォ
ー
ド
の
教
育
委
員
会
が
廃
止
さ

れ
て
、
権
限
は
中
央
の
委
員
会
に
移
り
、
委
員
定
数
も
一
五
に
減
少
し
、
し
か
も
委
員
は
民
事
訴
訟
裁
判
所
判
事
に
よ
る
任
命
と
な
っ
た
。
新

し
く
選
出
さ
れ
た
議
員
と
教
育
委
員
の
中
に
は
、
中
小
実
業
家
や
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
は
一
名
も
選
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
鉄
鋼
関
係
の
職
能
別
組

合
幹
部
が
双
方
に
一
名
つ
つ
選
出
さ
れ
た
も
の
の
、
議
員
の
中
の
六
名
は
上
流
階
級
の
大
実
業
家
、
二
名
が
医
師
で
あ
り
、
教
育
委
員
の
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

一
〇
名
は
大
実
業
家
、
三
塁
が
上
流
階
級
の
婦
人
、
一
名
が
医
師
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ウ
ォ
ー
ド
制
の
廃
止
と
市
単
位
代
議
制
の
導
入
に

よ
り
、
労
働
者
階
級
の
政
治
的
発
言
力
は
封
殺
さ
れ
た
。
支
配
下
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
集
権
的
支
配
を
め
ざ
し
た
市
政
治
の
構
造
改
革
は
、
民
衆
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の
自
治
能
力
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
対
す
る
不
信
に
基
づ
い
て
お
り
、
構
造
改
革
の
後
に
導
入
さ
れ
た
、
経
費
節
減
や
福
祉
と
サ
ー
ビ
ス
の
切
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

つ
め
な
ど
の
効
率
志
向
の
政
策
は
、
都
市
貧
民
や
労
働
者
に
大
き
な
犠
牲
を
強
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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思
想
と

　
行
動
」
『
史
林
』
六
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－
二
、
一
九
八
一
年
を
参
照
。

⑨
『
政
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綱
領
』
に
つ
い
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は
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「
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と
社
会
主
義
」
『
歴
史
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研
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四
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七
、
一
九
七
七
年
を
参
照
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昌
客
紹
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鶏
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＜
㊦
包
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℃
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国
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、
．
穿
“
慧
“
さ
鳩
ミ
き
§
◎
袋
ミ
馬
ミ
骨
、
鴇
ム
（
冨
象
ソ

　
や
一
①
。
。
卿

⑭
ロ
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
鯛
と
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
制
の
下
で
中
・
下
層
階
級
の
影
響

　
力
が
排
除
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
鼠
㊤
詳
ぎ
旨
ω
〇
三
霧
㌍
§
馬
ぎ
』
ミ
島
ミ

　
潮
鷲
蹴
§
遷
（
お
唱
Y
℃
ワ
一
⊆
。
り
ム
ρ
ミ
α
i
Q
。
O
℃
δ
O
を
参
照
。
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①
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そ
の
た
め
、
都
市
の
構
造
改
革
は
労
働
畏
衆
の
強
い
反
言
を
招
い
た
。
そ
の
一
例

　
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
長
を
一
八
九
七
年
か
ら
務
め
た
冒
旨
①
ω
U
・
コ
回
巴
9
鵠

　
の
市
政
で
あ
る
。
裕
福
な
銀
行
家
で
あ
っ
た
蒙
冒
。
剛
帥
影
は
、
特
許
規
制
、
運
賃
引

　
下
げ
、
市
有
綱
、
課
税
の
平
等
化
と
い
っ
た
要
求
を
無
視
す
る
一
方
で
、
市
長
の

　
権
限
拡
大
、
経
費
削
減
、
メ
リ
ッ
ト
制
や
宙
単
位
代
議
制
の
導
入
を
推
進
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
教
師
の
給
料
が
欠
配
し
た
り
、
医
療
行
政
が
縮
小
・
改
悪
さ
れ
、
夜
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中
に
街
灯
が
消
さ
れ
た
。
ま
た
、
第
二
章
で
述
べ
た
御
者
ら
を
中
心
と
す
る
一
九

〇
一
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
お
い
て
は
、
市
長
は
、
商
工
会
議
所
会
頭
で
も
あ
っ
た

結

語

警
察
長
官
に
ス
ト
破
り
労
働
者
を
保
護
さ
せ
、
ス
ト
ラ
イ
キ
つ
ぶ
し
を
は
か
っ
た
。

こ
の
た
め
彼
は
、
同
年
の
選
挙
で
は
統
一
労
働
党
の
前
に
敗
北
し
た
の
で
あ
る
。

134　（740）

　
本
稿
は
、
労
働
史
と
都
市
史
の
架
橋
を
試
み
る
際
の
枠
組
を
と
り
あ
え
ず
作
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ひ
と
ま
ず
の
結
論
と
し
て
、
次

の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
階
級
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
よ
る
居
住
空
間
の
分
離
を
特
質
と
す
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
周
辺
部
で
持
家
を
獲
得
で
き
た

熟
練
層
と
都
心
部
に
留
ま
っ
た
半
・
不
熟
練
層
と
の
間
に
は
亀
裂
が
生
じ
、
不
動
産
所
有
者
で
あ
る
労
働
者
の
間
で
は
保
守
的
で
排
他
的
な
意

識
が
醸
成
さ
れ
た
。
労
働
老
の
集
中
し
た
都
心
部
で
は
対
抗
的
労
働
者
階
級
文
化
が
形
成
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
忌
避
し
た
工
場
の
周
辺
部
へ
の

脱
出
は
、
労
働
者
居
住
地
域
の
分
散
と
相
互
交
流
の
欠
如
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
労
働
者
は
労
働
と
生
活
の
場
で
の
闘
い
を
階
級
的
原
則
の

下
で
統
一
せ
ず
、
民
族
的
・
地
域
的
帰
属
が
支
配
的
な
生
活
の
場
で
は
マ
シ
ー
ン
に
よ
っ
て
住
民
あ
る
い
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
ス
と
し
て
動
員
さ
れ
、

さ
ら
に
、
都
市
政
治
の
集
権
的
構
造
改
革
の
結
果
彼
ら
の
政
治
的
影
響
力
は
封
殺
さ
れ
た
。

　
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
の
居
住
パ
タ
ー
ン
は
階
級
的
連
帯
よ
り
も
分
断
と
分
裂
を
促
が
し
て
、
階
級
意
識
形
成
に
マ
イ
ナ
ス
に
作

用
し
、
労
働
者
は
階
級
的
政
治
闘
争
を
展
開
す
る
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
と
力
鳳
楼
を
も
ち
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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strengthening　the　local　police　force．

　　Actually，　already　in　theユ9エ0’s，　such　people　as　civ圭1　servants　in　the

Genera1　Government　and　Hara　Tak：ashi原敬，　an　able　Japanese　politician，

envisioned　reforrning　the　military　poiice　system　which　entrusted　gen－

darmes　witlt　handling　genera1　law　and　order　rnatters．　But　it　was　not

until　tne　March　First　Novement　that　minitary　authorities　both　in　the

Korean　General　Government　and　in　Japan　had　come　to　recognize　the

necessity　of　replacing　the　military　police　systems　with　ordinary　ones．

　　After　repressing　the　Korean　uprising，　in　the　course　of　legaliy　changing

police　systems，　police　expansion　was　also　realized．　lt　was　Usami　Katuo

宇佐美勝夫and　Kunitomo　Sh6ken国友尚謙，　both　high・ranking　oMcials

in　the　Korean　General　Government，　who　fully　recognized　the　urgency

of　expanding　the　security　force　and　who　made　efforts　to　realize　expan－

sion　when　negotiating　with　the　Japanese　government．　Then　Mizuno

Rentar6水野錬太郎，　new　director－general　of　polit圭cal　affairs　and　bureau－

crats　Mizuno　brought　with　him　from　Japan，　according　to　fixed　line，

strength　ened　the　police　force　immediately　after　the　1919　reform．

　　The　course　of　police　expansion　is　thus　represented　with　the　conciusion

tliat　realism　in　the　colony　was　incorporated　in　the　form　of　colonial　policy

by　colonial　othcials．

The　Birth　of　Metropolises　and　the

　　　　American　Working　Class

by

TAI〈EDA　Yu

　　In　the　process　of　transition　from　the　implosive　and　socially　intermixed

“wa！king　city　”　of　the　nlneteenth　century　to　the　exp1osive　and　segregated

metropolis　of　the　twentieth，　the　skilled　workers　cou！d　afford　to　move　out

ef　the　core　and　purchase　their　homes　in　the　newly　deve1oped　outer　rings

of　the　metropolis．　And　yet　the　less　skilled　workers　were　left　in　the

slum　areas　of　the　inner　city，　being　separated　and　segregated　spatialiy

as　well　as　socially　from　those　skilled　workers　in　the　outer　rings．

　　At　the　core　of　the　metropolis　where　most　workers　had　concentrated，
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oppositional　wotking－class　culture　began　to　emerge　at　the　end　of　the

nineteenth　century　and　forced　manufactu血g　plants　out　of　the　central

business　district，　but　this　exodus　of　factories　into　the　periphery　resulted

in　the　dispersal　of　working－class　districts，　thereby　separatin．cr　worl〈ers　of

one　area　from　those　of　another　and　diminishing　chances　of　solidarity．

　　Moreover，　the　metropolitan　workers　were　mobilized　as　workers　at　worl〈

but　as　ethnics　andresldents　at　home．　They　were　thus　unable　to　connect

their　struggles　at　the　place　of　work　with　those　at　the　place　of　life　under

the　unified　principle　of　c！ass．　And，　as　a　result　of　structurai　reforms　of

city　politics，　especially　a　substitution　of　city－at－large　election　for　the

decentralized　ward　system，　the　political　infiuences　the　working　class　had

retained　were　reduced　to　a　great　extent．

　　The　American　metropolitan　workers　at　the　turn　of　the　century　had

great　dithcukies　in　developing　class　perspectives　and　consciousness　as

well　as　political　strength．
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